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Ｘ 言 十 画 の 大 綱

．自然的・社会的背景と森林計画区の位置づけ
（１）自然的背景
紀中森林計画区は、本県の中央部に位置し、有田市、御坊市、湯浅町、広川町、

有田川町、美浜町、日高町、由良町、印南町、みなく町、日高川町の２市９町によ
り構成される区域で、その面積は1,174km２，県土面積の25%を占める。北部は生石
ケ峰(870m)を主峰とする長峰山脈で紀北森林計画区に、東部は白口峰(1,110m)
から護摩壇山(1,372m)付近の紀伊山地背梁で奈良県に接し、城ケ森山(1,269m)、
高甲良山(1 ,131m)を経て三里ケ峰に結ぶ線で紀南森林計画区と接し、西部は紀伊
水道、太平洋に面している。
地形は、有田川及び日高川下流に平野が発達し、御坊市平野周辺の海岸線では、

起伏の小さい丘陵地形を呈し、奥地山間部では起伏の大きい急峻な山岳地形を呈し
ている。河川は、高野山を水源とする有田川と護摩埋山を水源とする日高川の２大
河川がほぼ西に蛇行しながら紀伊水道や太平洋に注いでいる。また、広川、山田川、
南部川、切目川等の中小河川も紀伊水道や太平洋に注ぎ、それぞれ下流に平野を形
成している。
地質は、太平洋側地層（外帯）に属し、有田川流域では古生層から新生層まで分

布し、極めて複雑であるが、日高川流域ではほとんどが中生層に属している。有田
川北岸の御荷鉾線（有田川河口から旧金屋町糸野、大月峠、尖峰ノ山付近を通る）
の北側は、三波川変成帯（古生層）に属し、南部は秩父帯（古生層）が帯状に分布
する。三波川変成帯の基岩は緑色片岩、黒色片岩が主体である。秩父帯の基岩は主
に砂岩と泥岩の互層であるが、由良町から、黒石山にかけて日高川帯に沿って分布
する三宝山層郡では砂岩、泥岩のほか、チャート、石灰岩から構成されている。
有田川河口から流域に沿って雨山までの秩父層を割り込むように分布する中生層は
極めて複雑で、鳥ノ巣層郡、外和泉郡層、湯浅有田西広郡層、寺杣層等に分類され
るが、基岩は主に砂岩、泥岩で、一部石灰岩を含んでいる。秩父帯の南部に日高川
帯（中生層）が御坊・萩構造線（御坊、虎ヶ峰付近を通る）まで広く分布し、その
基岩は砂岩と泥岩の互層及び泥岩からなる。御坊・萩構造線の南側は牟婁帯（古第
３紀層）に属し、基岩は主に砂岩と泥岩の互層からなる。新第３紀層はみなく町の
一部に分布し、その基岩は礫岩である。平野部には沖積層が分布する。

森林土壌は、ほとんどが褐色森林土壌によって占められ、海岸沿いの丘陵地帯上
部及び煙樹ヶ浜に未熟土、生石ヶ峰、若藪山三里峰の尾根筋及び紀伊山地背梁の山
頂付近の一部に黒ボク土、有田川町から湯浅町にかけての丘陵地帯及び御坊市、日
高川町界付近の丘陵地帯の一部並びに海岸沿いの一部に赤黄色土がそれぞれ小面積
で分布している。
気候は、紀伊水道を流れる黒潮から分かれた暖流の影響を受けて比較的温暖で、

冬季は乾燥し、夏期は降水量の多い南海型の気候である。平成２１年の観測で、年
平均気温は満水の１４.０℃から川辺の15.9℃と比較的温暖で、年降水量は、川辺で1,
836mm、清水で1,912mmで、山間部では比較的多い。積雪は奥地山岳地を除いてほと
んどない。
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（２）社会・経済的背景
平成２１年における本計画区内の土地利用の現況は森林85,849ha(73%)、農地12,
685ha(11%)、その他18,888ha(16%)となっている。人口は平成17年国勢調査による
と総数168,331人で、県全体の１６％を占めている。人口動態は、平成１２年と平成
１７年の国勢鯛査を比較すると、全体で３．７％の減少となっており、ほとんどの
市町で減少傾向にある。
産業別就業人口は平成１７年国勢調査によると総数80,835人で、うち第１次産業は
23.4％、第２次産業は23.3％、第３次産業は53.0％を占める。商工業の中心は、有
田市、湯浅町、御坊市、美浜町及び由良町で石油精製、製材、紡織、造船等の製造
業や各種商業活動が行われている。阪和道の延伸、通信機関の整備、各種産業基盤
整備が進み、京阪神経済圏との密接な関係を有していることから、今後のより一層
の発展が期待される。農業生産は盛んで、有田市、有田川町（旧吉備町）を中心に
ミカン、印南町を中心に豆類、みなく町を中心にウメの産地が形成され、農業生産
額は推計で県全体の４０％を占める。

（３）森林計画区の概要
本計画区の森林面積は85,849haで、総土地面種の73%を占め、その内訳は民有

林83,243ha、国有林2,606haで民有林が森林面積の97%とほとんどを占めてい
る。地域森林計画対象民有林は、83 ,196haで、うち人工林55%、天然林43%
となっており、県人工林率６１％をわずかに下回っている。蓄頼をみると、人工林
は15,605千m3(339ms/ha)、天然林は5,333千m3(148ms/ha)である。人工林の樹
種別面積割合は、スギ４５％、ヒノキ５３％である。天然林は広葉樹が９７％と大
半を占める。人工林の齢級構成をみると、利用可能な８齢級以上の林分が７９％の
割合を占める。
経営面での実態を見ると、地域森林計画対象民有林のうち、公有林４％、（独)森

林総合研究所有林及び公社有林７％、団体有林７％、会社有林８％、個人有林７４
％となっている。私有林の経営規模別実態では、5ha未満の所有者は80%を占め、
１所有者当たりの平均面積は5haである。また、私有林の不在村者の所有森林面積割
合は３４％である。
森林の施業については、伐採造林届出の集計等によると平成２１年度の主伐が５３
haとなっており、間伐は実綴調べで2,711ha実施されている。
本計画区内の森林は、木材生産のほか水源かん養、山地災害防止等の公益的機能
を有しており、県民生活の安定と向上に重要な役割を果たしてきたが、今後一層の
機能の発揮が期待され、また保健・教育・文化的な場としての機能の発揮が益々要
請されてくることが予想される。

２．計画樹立に当たっての基本的な考え方
森林は、木材等林産物を供給する経済機能はもとより、水資源のかん養、県土の

保全及び保健文化等の公益的機能の発揮を通じて、地域住民の生活と深く結びつい
ている。更に、近年森林が生物多様性の保全に寄与し、地球環境の保全に資する二
酸化炭素の吸収・固定源として重要な役割を果たしていることについての認職が深
まりつつあるなかで、森林に対する県民の要請は、益々多様化、かつ高度化してき
ており、森林の担う役割はより一層重要なものとなってきている。しかしながら林
業を取りまく傭勢は、住宅着工戸数の減少等による木材需要の減少、木材価格の低
迷等により厳しさを増している。一方、本県の森林資源は年々蓄菰を増加させ、充
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実してきている。
このような状況の中で、森林の多面的機能の高度発揮並びに森林の保全に向けて、

間伐等適切な森林整備の実施を一層図ることが必要である。
また、生活に密着したふれあいの場、森林浴等の癒しの場、健康的な活動の場、

都市・山村交流の場としてなど、森林空間を様々に利用する森林の総合利用に対応
した多様な森林資源の整備を推進する必要がある。
さらに、これらの森林整備の展開基盤として、低コスト林業の推進と紀州材の需

要拡大を目的に、路網の整備促進等生産、流通及び加工段階における条件整備を流
域一体となって積極的に取り組むことが必要である。
このとき、すべての森林には多種多様な動植物や土壌生物が生息・生育しており、

それらの生態系の保全に配慮した施業を通じて多様な林齢の森林を造成すること等
が生物多様性の保全につながることに十分注意する必要がある。
本計画区は、有田川、日高川等の上流部を中心とする奥地森林地帯とその他海岸

沿いの里山森林地帯に分類される。大部分を占める奥地森林地帯は、計画的、総合
的な森林施業の推進、林道等の整備、機械化の推進等林業生産基盤の整備充実等に
より林業生産性の向上を図るとともに、森林組合の育成強化、林業後継者の育成確
保等を推進し、流域林業の発展と森林の公益的機能の維持増進を図る。また、特に
天然林が生育する森林地帯では、クヌギ・コナラ類や備長炭の原木となるウバメガ
シ等の天然林への、天然更新を推進する。都市化の進んだ里山地帯については、奥
地森林地帯に準じた林業施策を展開するものとするが、林業生産面よりむしろ自然
公園等を中心とした生活環境保全及び保健文化機能の充実に重点をおき、保健・文
化・教育的な利用を図る。
また国土利用計画と整合を保ちつつ本計画の推進に向け、流域管理システムや市

町村森林整備計画及び森林施業計画の効率的な実行に努める。
以上の観点から、紀中森林計画区の特性に応じて、計画期間内に取るべき森林施

業の基本的事項を以下のとおり定める。

（１）森林整備及び保全の目標
森林整備及び保全に当たっては、木材生産、水源かん養、山地災害防止、生活環

境の保全、保健文化等の森林の持つ多面的な機能をそれぞれ高度に発揮させるため、
機能の高い森林の整備及び保全に努めるとともに、適切な森林施業の実施により健
全な森林資源の維持造成並びに保全を推進し、加えて二酸化炭素の吸収源としての
機能を十分発揮させる。

（２）立木竹の伐採
全国森林計画の計画量を基準として、県の長期計画等の目標値や森林資源の構成

状況等を因子として生産量を予測し、既往の伐採状況及び林産物の需要の動向を考
慮して、計画期間内で主伐582千m3、間伐1,516千maの伐採を計画する。

（３）造林
林産物の恒常的供給、保続及び公益的機能を最大に発揮するよう、伐採計画等に

即し、計画期間内で人工造林1,440ha、天然更新730haを計画する。
（４）間伐及び保育
市町村森林整備計画策定に当たっての間伐及び保育の指針を定め、各市町村にお

いて適正に間伐及び保育が実施されるよう努める。
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（５）公益的機能別施業森林
市町村森林整備計画策定に当たっての公益的機能別施業森林区域設定等の指針を

定め、各市町村において、山地災害防止機能、水源かん養機能、保健文化機能、生
活環境保全機能を発揮させる森林整備が図られるよう努める。

（６）林道の開設その他林産物の搬出
合理的、計画的な施業と円滑な林産物の搬出とともに、山村地域における生活環

境向上のため林道を整備し、作業道と併せ、林内路網の整備を推進する。

（７）森林施業の合理化
森林の現況や林業関係施設の整備状況等の地域の特性を勘案して森林施業の共同

化、林業生産の条件整備を計画的かつ総合的に推進する。

（８）保安施設
水源かん養、山１

計画的に推進する。
山地災害防止等の機能の充実を目的に、治山事業計画量等を定め、

Ｉ

ｌ

｜
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地域森林計画の対象とする森林の区域
地域森林計画の対象とする森林の区域は次のとおりである。

（単位

１．

面 積 : h a )

(注）１．地域森林計画の対象とする森林は、和歌山県庁及び有田振興局、日高振
興局に備え付ける森林計画図において表示する区域内の民有林とする。
２．本計画の対象森林は、森林法第lO条の２に基づく林地の開発行為の許可制
及び同第10条の８に基づく伐採及び伐採後の造林の届出制の対象となる。

２．森林の整備及び保全に関する基本的な事項
（１）森林の有する機能別の森林の所在及び面積

下記５機能の高度発揮が期待される森林を次のとおり定める。
ア水源かん養機能：水資源を保持し渇水を緩和するとともに洪水流量等を調整

する機能
イ山地災害防止機能：自然現象等による土砂崩壊、土砂流出等の山地災害の発

生その他表面浸食等山地の荒廃化を防止し、土地を保全する機能
ウ生活環境保全機能：生活環境の悪化を防止し、快適な生活環境を保全・形成

する機能
エ保健文化機能：保健、文化及び教育活動に寄与する機能及び自然環境を保全

・形成する等の機能
オ木材等生産機能：木材等森林で生産される資源を培養する機能

- ５ -

区 分 面 積 備 考

総 数 ８３ , １９６

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町
広 川 町

有 田 川 町
美 浜 町

日
一 ■ -

１罰 町

由 良 町

印 南 町
み な く 町

日 高 川 町

６５９

１， ６ 0４

７６１

４力 ９３５

２６ ， ２９３

６００

２， ９８５

１ ウ ８７４

７， ６４１

８ウ １１４

２７ ， ７２９



1
１

Ｉ

｜
’ ( 単 位 面 積 : h a )

(注） １．森林の所在は森林機能配置図及び準林斑現況表による。
２．各機能評価については、自然的条件及び社会的条件を各評価因子として
総合的に判断し、高い( I )中位（Ⅱ）低い（Ⅲ）と相対的に三段階の評
価を行い、木材生産機能については( I )及び（Ⅱ）をその他については
( I )を掲上した。

（２）森林の整備及び保全の目標その他森林の整備及び保全に関する基本的な事項
ア森林の整備及び保全の目標

森林の整備及び保全に当たっては、森林の有する多面的機能を総合的かつ高度
に発揮させるため、重視すべき機能に応じた適正な森林施業の実施や森林の保全
の確保により健全な森林資源の維持造成を推進することとする。具体的には、ま
ず木材生産機能の高い地域においては、森林資源の充実を図ることとする。また、
本計画区は地形急峻で降雨量も比較的多く、豪雨による災害が過去幾度か発生し
ていることから、山地災害防止機能を重視した取り扱いが必要である。さらに、
本計画区の、有田川、日高川等の上流の森林は、生活、農業、工業用水の水源で
あり、水源かん養機能に配慮した取り扱いが必要である。加えて、本計画区には、
有田市、御坊市や、湯浅町、美浜町などの人口集中地が存在し、その周辺の森林
では生活環境保全機能を発揮させる必要がある。また本計画区には、高野龍神国
定公園、生石高原県立自然公園、西有田県立自然公園、白崎海岸県立自然公園、
煙樹海岸県立自然公園、城ヶ森鉾尖県立自然公園及び田辺南部白浜海岸県立自然
公園の７公園が指定されており、これら周辺の森林については自然環境の保全と
ともに保健休養機能の維持増進に努める必要がある。
以上のことなどを勘案して、森林の有する木材等生産、水源かん養、山地災害

防止、生活環境保全及び保健文化の各機能ごとに、その機能発揮の上から望まし
い森林資源の姿は次のとおりである。

’

’

’
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区 分 木材等生産 水源かん菱 山財Ｘ胃防止 生附鼠聡慨全 保 健 文 化

総 数 ７１，３２９ 4２,２１８ ５１,６０７ ９８５ 5，５５８

市

町

村

別

内

訳

有 田 市
御 坊 市

湯 浅 町
広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

０

2７３

4９８

4，４３３

2５，７８４

０

9３0

4７９

5，６５０

6，６７９

2６,６０３

０

２２0

０

１，８８４

１９,８９０

０

０

０

1,０９３

5９２

1８，５３９

４２５

５１８

4４２

３，３４１

2０，０７７

３３９

１,１０６

9４８

２，６９８

４，０１９

１７,６９４

４７４

３０６

６６

0

1９

1１２

８

０

０

０

０

3３４

2０１

6６

４０６

２,１８３

６００

7７６

４６３

1８１

２４

３２４



木材生産機能・・・・・・･木材の育成に適した森林土壊を有し、適正な密度を保ち、形
質の良好な木材からなる生長鮭の大きい資源であって、林道
等の生産基盤が適切に整備されている森林とする。

水源かん菱機能・・・・・団粒構造がよく発達し、かつ粗孔隙に富む土壊を有し、根系
の発達が良好であり、複層林などの樹冠のうっ閉度が高く成
長の旺盛な森林であって、必要に応じて浸透を促進するよう
な施設等の治山施設が整備されている森林とする。

山地災害防止機能・・・根系が深く、かつ広く発達している森林であって、落葉層を
保持し適度の陽光が入ることによって、下層植生の発達が良
好な森林であって、必要に応じて土砂の流出・崩壊を防止す
る施設等の治山施設が整備されている森林とする。

生活環境保全機能・・・大気の浄化、騒音防止、遮蔽能力や汚染物質の吸着能力が高
く、かつ諸害に対する抵抗力があり葉量の多い樹種によって
栂成されるなど快適な生活環境を保全する森林とする。

保健文化機能・・・・・・・多様な樹種からなり、かつ林木が適度な間隔で配置されてい
る森林、湖沼、渓谷等と一体となって優れた自然美を栂成す
る森林、町並、史跡、名勝等と一体となって潤いのある自然
景観や歴史風致を構成している森林、及び郷土樹種を中心と
して安定した林相を構成している森林であって、必要に応じ
て保健・文化・教育的活動に適した施設が整備されている森
林、原生的な自然環境を保持し、学術的に貴重な動植物の生
息、生育に適している森林とする。

イ森林整備及び保全の基本方針
森林・林業の振興、山村の発展及び県民の福祉の向上のため、森林の有する多

面的機能が総合的かつ高度に発揮されるよう、育成単層林施業、育成複層林施業、
天然生林施業等の実施や森林の保全の確保により健全な森林資源の維持造成を図
る。具体的には育成単層林における保育・間伐の積極的な推進、人為と天然力を
適切に組み合わせた多様性に富む育成複層林の整備、天然生林の適確な保全・管
理等立地条件に応じた森林資源の整備及び保全を図ることとする。
また、効率的な森林施業、適正な管理経営に欠くことのできない林道網の整備

に当たっては、林地及び自然環境の保全に配慮しつつ積極的に整備することとす
る。
さらに、森林の有する各機能の充実と機能間の調整を図り、多面的機能を総合

的かつ高度に発揮させるため、森林の構成、森林の有する機能、林道の整備状況、
社会的要謂等を総合的に勘案し、市町村森林整備計画において、それぞれの森林
が特に発揮することを期待されている機能に応じて、(1)の機能のうち森林の有す
る公益的機能の維持増進を図るべき森林としての公益的機能別施業森林と木材等
生産機能を重視すべき公益的機能別施業森林区域以外の区域に存する森林（以下
「資源の循環利用林」という。）に区分するとともに、公益的機能別施業森林に
ついては、水源かん養機能又は山地災害防止機能を重視する水源のかん養の機能
又は土地に関する災害の防止の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべ
き森林（以下「水土保全林」という。）と生活環境保全機能又は保健文化機能を
重視する環境の保全の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林そ
の他水土保全林以外の森林（以下「森林と人との共生林」という。）に区分する
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こととする。これらの区分ごとに望ましい森林資源の姿に誘導していくための森
林整備及び保全の基本的な考え方等は以下のとおりである。

①水土保全林での森林整備及び保全の方向
森林施業の推進に当たっては、高齢級の森林への誘導や、伐採にともなう裸

地面領の縮小、分散を基本とし、山地災害防止機能又は水源かん菱機能を増進
させる必要のある森林として想定される、おおむね６５千haについて、浸透
・保水能力の高い森林土壌の維持及び根系、下層植生の良好な発達が確保され、

林木の生長が旺盛な森林などに誘導するための森林整備及び保全を推進するこ
ととする。

②森林と人との共生林での森林整備及び保全の方向
森林施業の推進に当たっては、自然環境等の保全・創出を基本とし、保健文

化機能又は生活環境保全機能を増進させる必要のある森林として想定される、
おおむね３千haについて、多様な樹種・林相からなる森林、豊かな森林景観
を有する森林、林木が適度な間隔で配置されている森林、クヌギ・コナラ類や
備長炭の原木となるウバメガシ等の郷土樹種を主体とする森林、原生的な自然
環境を保持し、貴重な動植物の生息・生育している森林や、葉鑓の多い樹種で
栂成され、諸被害に対する抵抗性の高い活力ある森林などに隣導するための森
林整備及び保全を自然的条件及び社会的条件に応じて推進することとする。

③資源の循環利用林での森林整備及び保全の方向
森林施業の推進に当たっては、効率的かつ安定的な木材資源の活用を基本と
し、木材生産機能を増進させる必要のある森林として想定される、おおむね１
５千haについて、木材需要の動向、地域の森林櫛成等を考慰のうえ、良質な
木材を持続的に生産できる森林に誘導するための森林整備及び保全を推進する
こととする。

ウ計画期間において到達し、かつ、保持すべき森林資源の状態等
（ 単 位 面 積 : h a )

(注）育成単廟林、育成複層林及び天然生林において実施される施業の内容につい
ては、以下のとおり。
１．育成単圃林においては、森林を構成する林木の一定のまとまりを一度に全部
伐採し、人為により単一の樹冠層を構成する森林として成立させ維持する施業
２．育成複層林においては、森林を構成する林木を択伐等により部分的に伐採し、
人為により複数の樹冠層を栂成する森林として成立させ維持する施業
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区 分 現 況 計 画 期 末
参考(平成22年４月現在）

水土 共生 循環

面
積

育 成 単 層 林

育 成 複 層 林

天 然 生 林

4６,００７

３，６１２

３２，３６６

４５,２１０

４,２９０

３２,３７０

６５，３３２ 3，０６３ 1４，７９８

森林蓄積(m3/ha) ２５５ ２８１

林道整備率（％） ４３ ５８



３．天然生林においては、主として天然力を活用することにより成立させ維持す
る施業。この施業には、国土の保全、自然環境の保全、種の保存等のための禁
伐等を含む。

（３）その他必要な事項
な し

３．伐採立木材積その他森林の立木竹の伐採に関する事項
（１）森林の立木竹の伐採に関する基本的事項

市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、市町村内の
気候、地形、土壌等の自然的条件、森林資源の構成、森林に対する社会的要請、
施業制限の状況、木材の生産動向等を勘案して立木竹の伐採に関する事項を定め
るものとする。

ア立木の伐採（主伐）の標準的な方法に関する指針
立木の伐採（主伐）の標準的な方法は、立木の伐採（主伐）を行う際の規範と
して市町村森林整備計画において定められるものとする。

）育成単層林施業
育成単層林施業にあっては、気候、地形、土壌等自然的条件、林業技術体系

等からみて、人工造林又はぼう芽更新により高い林地生産力が期待される森林
及び森林の有する公益的機能の発揮の必要性から植栽を行うことが適当である
森林について、以下の事項に留意のうえ実施するものとすること。
ａ主伐に当たっては、自然的条件及び公益的機能の確保についての必要性を
踏まえ、１箇所当たりの伐採面積の規模、伐採箇所の分散に配慮するものと
すること。また、林地の保全、落石等の防止、寒風害等の各種被害の防止及
び風致の維持等のため必要がある場合には、所要の保護樹帯を設髄するもの
とすること。

ｂ主伐の時期については、多様な木材需要に対応できるよう、地域の森林構
成等を踏まえ、多様化、長期化を図ることとし、生産目標に応じた林齢で伐
採するものとすること。
ｃ伐採跡地については、ぽう芽による更新が確実な林分を除き、適確な更新
を図るため、適地適木を旨として気候、土壌等の自然的条件に適合した樹種
を早期に植栽するものとすること。
また、ぼう芽による更新を行う場合には、ぽう芽の発生状況等を考慮し、

必要に応じ、芽かき、植込みを行うこととする。
ｄ皆伐後天然更新を行う場合は、１箇所当たりの伐採面積及び伐採箇所は人
工造林の場合に準ずるが、更新を確保するため伐区の形状、母樹の保存等に
ついて配慮し、ぼう芽更新の場合は、優良なぼう芽を発生させるため成長休
止期に伐採するものとすること。
人工林の生産目標ごとの主伐の時期は、下表を目安として定めるものとする
こと。

(ア）

- ９ -



’

’
１

’

．

１．主伐時期の目安とする林齢は、スギの大径材にあっては地位級が２、
ノキの大径材では１，その他では３の地域を基準とする。

２．期待径級：胸高に相当する直径

(注） 上

(イ）育成複層林施業
育成複層林施業にあっては、気候、地形、土壌等の自然的条件、林業技術体

系等からみて、人為と天然力の適切な組み合わせにより複数の樹冠層を構成す
る森林として成立し、森林の諸機能の維持増進が図られる森林について、以下
の事項に留意のうえ実施すること。
主伐に当たっては、複層状態の森林に確実に誘導する観点から、自然的条件

を踏まえ、森林を構成している樹種、林分柵造等を勘案して行うものとし、択
伐による場合は、森林生産力の増進が図られる適正な林分柵造に誘導するよう、
適切な繰り返し期間、伐採率とするものとすること。また、皆伐による場合は、
適切な伐採区域の形状、伐採面積の規模、伐採箇所の分散等に配慮するものと
すること。

口 イ立木の標鎚伐期齢に関する指針
立木の標準伐期齢は、地域を通じた標準的な立木の伐採（主伐）の時期に関す

る指標、制限林の伐採規制等に用いられるものである。具体的には、市町村の区
域に生育する主要樹種ごとに、下表に示す林齢を基礎として平均成長量が最大と
なる林齢を基準に、森林の有する公益的機能、平均伐採齢及び森林の構成を勘案
して定めるものとすること。
なお、標準伐期齢は、地域を通じた標準的な立木の伐採（主伐）の時期に関す

る指標として市町村森林整備計画で定められるものであるが、標準伐期齢に達し
た森林の伐採を促すためのものではない。

（単位／林齢：年）

(注)海布丸太等特殊材生産に係るものには適用しない。
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樹 種
標 準 的 な 施 業 体 系

生産目標 仕立方法 期待径級
主伐時期の目安

ス ギ 柱 材

大 径 材

中廠仕立
密 仕 立
中廠仕立
密 仕 立

２２cm
２２cm
３２cm
３0cm

４０年
４０年
８０年
８０年

ヒノキ 柱 材

大 径 材

中廠仕立
密 仕 立
中廠仕立
密 仕 立

２0cm
２１cm
３４cm
３２cm

４５年
５０年
８０年
８０年

マ ツ 一 般 材 中廊仕立 ２１cm ４５年

地 域
樹 種

ス ギ ヒノキ マ ツ クヌギ その鮒鯏 そり“灘

計画地域全域 ３５ ４０ ３５ １５ ５0 ２０



ウ そ の 他 必 要 な 事 項
な し

（２）伐採立木材積
(単位材積：千m3)

４．造林面積その他造林に関する事項
（１）造林に関する基本的事項

市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、市町村内の
気候、地形、土壌等の自然的条件、森林資源の構成、森林に対する社会的要請、
施業制限の有無、木材の利用状況等を勘案して造林に関する事項を定めるものと
する。

ア造林樹種に関する指針
人工造林をすべき樹種は適地適木を旨として、木材の利用状況及び地域におけ
る造林種苗の需給動向等を勘案して定めるものとすること。
この場合、人工造林すべき樹種を定めるに当たっては、地域の自然的条件とそ

れぞれの樹種の特質、既往の施業体系、施業技術の動向等を勘案し、健全な森林
の成立が見込まれる樹種を定めるものとし、その際、多様な森林の整備を図る観
点から、このような考え方に当てはまる範囲内で、広葉樹や郷土樹種を含め幅広
い樹種の選定が行われるよう留意することとする。
また、標準的な樹種以外の樹種を植栽しようとする場合は、林業普及指導員又

は市町村の林務担当部局とも相談の上、適切な樹種が選定されるよう留意すると
ともに、あらかじめそのような樹種を植栽すべき森林の区域が特定できる場合に
は、当該区域に限って適用すべき旨を明らかにした上で樹種を定めるものとする。
天然更新補助作業の対象樹種は、クヌギ、コナラ、ウバメガシを主体に定める
ものとすること。
なお、造林樹種は、造林を行う際の樹種選択の規範として市町村森林整備計画

において定められるものとする。

イ造林の標準的な方法に関する指針
（ア）人工造林の植栽本数

植栽本数は、主要樹種については、下表の植栽本数を基礎として、既往の植
栽本数及び施業体系を勘案して、それぞれの地域の実情に照らしてふさわしい
多様な施業体系や生産目標を想定した、仕立ての方法別に定めるものとするこ
と。
また、複層林化や混交林化を図る場合の樹下植栽について、それぞれの地域

において定着している複層林や混交林化に係る施業体系がある場合はそれを踏

- １ １ -

区 分
総 数

総 数 針蕊胤 広蕊樹

主 伐

総 数 計蕊胤 広蕊噺
間 伐

総 数 針葉樹 Ｋ蕊胤

総 数 2,０９８ ２，０７１ ２７ ５８２ ５５５ ２７ 1，５１６ 1，５１６ ０

前 期 1,０７４ １,０６１ １３ ２８３ ２７０ 1３ 7９１ 7９１ ０

後 期 1,０２４ 1，０１０ １４ ２９９ ２８５ 1４ 7２５ 7２５ ０



Ｉ
’

’
Ｉ

まえつつ、下記の植栽本数のうち「疎仕立て」に相当する本数に下層木以外の
立木の伐採率を乗じた本数以上を植栽することとする。
なお、標準的な植栽本数の範囲を超えて植栽しようとする場合は、林業普及

指導員又は市町村の林務担当部局とも相談の上、適切な植栽本数を判断するこ
ととするとともに、あらかじめそのような植栽本数を適用すべき森林の区域が
特定できる場合には、当該区域に限って適用すべき旨を明らかにした上で植栽
本数を定めるものとする。

Ｉ

(イ）人工造林の標準的な方法の指針
①地栫えの方法

伐採木及び枝条等が植栽の支障とならないように整理することとし、気象害
や林地の保全に配慮する必要がある場合には筋腫とするなどの点に留意するも
のとすること。

②植付け方法
気候その他の立地条件及び既往の植付け方法を勘案して植付け方法を定める
とともに、適期に植え付けるものとすること。

③天然更新補助作業の標準的方法
萌芽更新については、萌芽の優劣が明らかになる頃に、萌芽整理を行うこと

．を定めるものとすること。
ササや粗腐食の堆積等により更新が阻害されている箇所では、末木枝条類の

除去あるいはかき起こしを行うこと、発生した稚樹の生育促進するための刈り
出しを行うほか、更新の不十分な箇所には植え込みを行うことを定めるものと
すること。
また、天然更新については、伐採の一定期間の後に更新状況の確認を行い、

更新が完了していない場合には確実な更新を図る旨を定めるものとすること。
なお、造林の標準的な方法は、造林を行う際の規範として市町村森林整備計

画において定められるものとする。

ウ植栽によらなければ適確な更新が困難な森林に関する指針
植栽によらなければ適確な更新が困難な森林は、天然力によっては更新が期待

できない森林について、市町村森林整備計画において定められるものとする。

-１２ -
｜

１

１

樹 種 仕立て方法 植栽本数（本 / h a )

ス ギ

疎 仕 立

中庸仕立

密 仕 立

２，０００～３,０００

４, ０００

６, ０００

ヒ ノ キ

疎 仕 立

中庸仕立

密 仕 立

２，０００～３,０００

４、 ０００

６， ０００
クヌギ
コナラ 等 - ３,０００～４,５００



エ そ の 他 必 要 な 事 項
な し

（２）人工造林、天然更新別の造林面菰

( 単 位 面 積 : h a )

）その他造林に関する必要な事項
ア伐採跡地の更新すべき期間の指針

森林資源の積極的な造成を図るとともに、林地の荒廃を防止するため、人工林
の伐採跡地については、伐採後、原則として２年以内に更新を完了することとす
る。また、択伐による伐採に係るものについては、５年以内に更新を完了するこ
ととする。ただし、ぽう芽更新が期待できる場合は、この限りでない。
なお、天然更新による場合、更新木の幼稚樹のうち、樹高O .3m以上のもの

が１ヘクタール当たり概ね3 , 000本以上、かつ均等(鰭 )に成立した状態をも
って更新完了とする。
また、早期に更新の完了が見込まれない森林については、天然更新補助作業等

を行い、確実な更新を図るものとする。
（注）均等・・・当該林分の区域内において前述の基準を満たしている区域の割

(３）

合が７０％以上であること。

- １３ -

区 分 人 工 造 林 天 然 更 新

総 数 １,４４０ ７３０

前 期 ７２０ ３５０

後 期 7２０ 3８0



５．間伐立木材積その他間伐及び保育に関する事項
（１）間伐及び保育に関する基本的事項
市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、地域における

既往の間伐・保育の方法や施業体系等を勘案して、間伐及び保育に関する事項を定
めるものとする。

ア間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法に関する指針
・森林の立木の生育の促進並びに林分の健全化及び利用価値の向上を図るため、
下表に示す内容を基礎とし、既往における間伐の方法を勘案して、林木の競合状
態等に応じた間伐の開始時期、繰り返し期間、間伐率、間伐木の選定方法その他
必要な事項を定めるものとすること。
なお、間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法は、間伐を行う

際の規範として市町村森林整備計画において定められるものとする。

’

Ｉ

(注）１．
２．

平均的な地位における間伐の標準的な方法を示している。
h a当たり4 , 0 0 0本植栽を標準としている。

イ保育の標遜的な方法に関する指針
森林の立木の生育の促進及び林分の健全化を図るため、下表に示す内容を基礎と
し、既往における保育の方法を勘案して、時期、回数、作業方法その他必要な事項
を定めるものとすること。
なお、保育の標準的な方法は、森林の保育作業を行う際の規範として市町村森林

整備計画において定められるものとする。

今

市町村内の間伐又は保育が適正に実施されていない森林であってこれらを早急に
実施する必要のあるものについては、実施すべき間伐又は保育の方法及び時期につ

-１４ -

樹 種 生産目標
間 伐 時 期 （ 年 ）

初 回 ２回目 ３回目 ４回目
間 伐 の 方 法

ス ギ

ヒノキ

柱 材 生 産

大径材生産
柱 材 生 産

大径材生産

１２

１２

１９

１９

１８

１８

２４

２４

２６

２６

３３

３３

ー

４１

４５

原則として人工林
林分収種予想表を
利用

保育の
種 類

樹種
実 施 年 齢 ・ 回 数

１年 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 1０ 1２ １４ 1６ 1８ 2０ ● ●

下刈り
スギ

ﾋﾉｷ

1回

１回

１

１

１

１

１

１

１

１ １

１

１

除 伐
スギ

ﾋﾉｷ

1～２

1～２

枝打ち ２

＃圃阻塘
曾起し等



いて具体的に定め、積極的に推進を図るものとする。

ウ間伐を実施すべき森林の立木の収量比数に関する指針
人工林について、その立木の生育状況に応じて間伐を適切に実施するため、５

年以内に間伐を実施すべき森林の立木の収量比数を、樹穂別（必要に応じて仕立
ての方法別）に定めること。
なお、間伐を実施すべき森林の立木の収赴比数は、５年以内に間伐を行うべき

森林の立木の込み具合を表す指標として市町村森林整備計画において定められる
ものとする。

エ そ の 他 必 要 な 事 項
な し

（２）間伐立木材積
計画事項３の（２）に記載。

６．公益的機能別施業森林の整備に関する事項
市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、森林の有する

機能別の森林の所在、森林資源の構成、森林に対する社会的要謂等を勘案して公益
的機能別施業森林の整備に関する事項を定めるものとする。

（１）公益的機能別施業森林の区域の基準
２(2)イに記戦した「水土保全林」及び「森林と人との共生林」が公益的機能別施

業森林に該当し、「資源の循環利用林」が公益的機能別施業森林区域以外の区域内
に存する森林に該当する。
また、以下のア①及びイ①の森林の区分に係る基準に関し、森林の有する各機能

のうち水源かん養機能又は山地災害防止機能、生活環境保全機能又は保健文化機能、
木材等生産機能が高同位である場合には、原則として「水土保全林」、「森林と人
との共生林」、「資源の循環利用林」の順に優先的に決定して区分することを基本
とする。

ア 水 土 保 全 林
①水土保全林の基準
紀伊山地から東西に連なる北部の長峰山脈、中央部の白馬山脈、南部の虎ヶ峰山
脈から広がる一帯の森林、有田川上流及び日高川上流等、森林の有する機能のう
ち山地災害防止機能又は水源かん養機能が高い森林（木材等生産機能が高く、か
つ立地条件、森林の内容、地域の要請等からみて、積極的な木材生産を実施する
ことが相当な森林については公益的機能別施業森林の区域外とすることができ
る）や、水源かん義保安林、土砂流出防備保安林等法令により水源かん養機能又
は山地災害防止機能の高度発揮を目的として施業に制限が設けられている森林、
また山地災害防止機能又は水源かん養機能が高い森林以外であっても、自然的社
会的及び経済的条件からみた個々の森林の利用についての実態、機能の発揮に対
する要諦、位圃関係から見た一体的な森林整備の観点等から山地災害防止機能又
は水源かん養機能の維持増進を特に図るための森林施業を推進すべき森林と判断
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’ される森林などを基礎として区域を定める。

②複層林施業を推進すべき森林の基準
複層林施業を推進すべき森林については、水土保全林の区域のうち、山地災害

防止機能を高度に発揮させるため皆伐の回避が望ましい森林であって、森林の齢
級構成、林道等の整備状況等からみて複層林施業の実施が必要かつ適切であると
見込まれるものについて定めることとする。
③長伐期施業を推進すべき森林の基準
長伐期施業を推進すべき森林については、水土保全林の区域のうち、水源かん

養機能を高度に発揮させるため伐期の間隔の拡大を特に図ることが適切な森林で
あって、森林の齢級構成、林道等の整備状況等からみて長伐期施業（標準伐期齢
のおおむね２倍に相当する林齢を超える林齢において主伐を行う森林施業）の実
施が必要かつ適切であると見込まれるものについて定めることとする。

イ森林と人との共生林
①森林と人との共生林の基準
生石高原県立自然公園等自然公園区域内の森林、有田市・御坊市の市街地周辺

に広がる森林、海岸沿いに広がる森林等、森林の有する機能のうち保健文化機能
又は生活環境保全機能が高い森林（木材等生産機能が高く、かつ立地条件、森林
の内容、地域の要請等からみて、積極的な木材生産を実施することが相当な森林
については公益的機能別施業森林の区域外とすることができる）や、保健保安林
等法令により保健文化機能又は生活環境保全機能の高度発揮を目的として施業に
制限が設けられている森林、また保健文化機能又は生活環境保全機能が高い森林
以外であっても、自然的社会的及び経済的条件からみた個々の森林の利用につい
ての実態、機能の発揮に対する要請、位圃関係から見た一体的な森林整備の観点
等から保健文化機能又は生活環境保全機能の維持増進を特に図るための森林施業
を推進すべき森林と判断される森林などを基礎として区域を定める。
②特に帯状に残存すべき森林の基準
特に帯状に残存すべき森林については、森林と人との共生林の区域のうち、風

害又は霧害を防備するための森林などその遮へい性を高度に維持する観点から、
森林を帯状に維持しつつ主伐を行うことが適切な森林について定めることとする。
③広葉樹等転換を必要とする森林の基準
広葉樹等転換を必要とする森林については、森林と人との共生林の区域のうち、

森林の樹種の多様性を図る観点から、広葉樹の植栽又は天然更新により樹種の転
換を図るべき針葉樹人工林について定めることとする。
④特定広葉樹育成施業を推進すべき森林の基準
特定広葉樹育成施業を推進すべき森林については、森林と人との共生林の区域

のうち、森林の位置及び構成、地域住民の意向等からみて、風致の優れた森林の
維持又は造成のために特定の樹種の広葉樹を育成することが適切な森林について
定めることとする。

ウア又はイに掲げる森林のうち伐採方法その他の施業の方法を特定する必要のあ
る森林の基準
ア又はイに掲げる森林（保安林、保安施設地区内の森林、森林法施行規則第７

条の２各号に掲げる森林及び自然環境保全法第１４条第１項の規定により指定さ
れた原生自然環境保全地域の森林、ア②、イ②、イ③、及びイ④に規定する森林

」
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’
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を除く。）のうち、施業の方法等を特定する必要がある森林について、市町村森
林整備計画において次の基準に従い箇所ごとに定めるものとすること。
(ア）更新を確保するため伐採方法を特定する必要のある森林の基準

風衝地等であって伐採の方法を特定しなければ、伐採跡地の更新の確保が困
難になるおそれのある森林について、必要に応じ、伐採の方法を特定するもの
とすること。

(イ）自然環境の保全及び形成並びに保健・文化・教育的利用のため伐採方法を特
定する必要のある森林の基準
湖沼等の景観と一体となって優れた自然美を構成する森林、森林美を有する

林分で主要な眺望点から望見されるもの、保健・文化・教育的利用の場として
特に利用されている林分及び賞重な動植物の保護のため必要な森林について、
必要に応じ、伐採の方法を特定するものとすること。

(ウ）生活環境の保全及び形成のため伐採方法を特定する必要のある森林の基準
都市近郊等に所在し、郷土樹種を中心とした安定した林相をなしている森林、

市街地道路等と一体となって優れた景観美を構成するもの及び気象緩和、騒音
防止等の機能を発揮している森林について、必要に応じ、伐採方法を特定する
ものとすること。

(エ）農地、林地又は道路その他の施設の保全のため伐採方法を特定する必要のあ
る森林の基準
傾斜が急な箇所、基岩の風化が異常に進んだ箇所等であって伐採方法を特定
しなければ土砂の崩壊、流出又は落石等を引き起こし、農地、林地又は道路そ
の他の施設を損傷するおそれのある森林について、必要に応じ、伐採方法を特
定するものとすること。

(オ）未立木地等で雪崩、寒害、風水害等を防止するために人工造林又は天然更新
補助作業をする必要のある森林の基準
人工造林又は天然更新補助作業によって、確実な成林が見込まれる箇所であ

って、速やかに更新しなければ当該箇所及びその周辺に雪崩、寒害、風水害等
の被害を及ぼすおそれのある森林とするものとすること。

(力）林地を改良する必要のある森林の基準
赤色土壌から成っている箇所、せき悪化している土壌の箇所等の森林であっ

て、林地を改良する必要がある森林とすることによって地力を回復し、林木の
成長促進が期待される森林について、必要に応じ、土壌の理化学性を改良する
ものとして地表の保護に配慮しつつ、耕転、有機物及び欠乏養分の補給等を行
うものとすること。

●

（２）公益的機能別施業森林の区域における施業の方法に関する指針
ア．水土保全林
①水土保全林の区域における施業の方法に関する指針
水源かん養機能、山地災害防止機能の維持増進を特に図るため、高齢級の森林

への誘導や伐採にともなう裸地面積の縮小・分散を基本とする森林施業や、天然
生林等の的確な保全・管理を推進する。
具体的には、立地条件に応じ育成複層林施業や天然生林施業を実施するほか、

更新時に林床が裸地化する面積及び期間を縮小するため、森林の面的広がりやモ
ザイク的配置に留意し、１箇所当たりの伐採面積の縮小・分散、伐採年齢の長期
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化を図ることとする。
特に、森林の齢級柵成、林道の整備状況等地域の実情等からみて、これらの公

益的機能の維持増進を図るために必要かつ適切と見込まれる場合は、土壌の保全
等を特に図る観点から、伐採年齢を標準伐期齢の２倍程度まで延ばす長伐期施業
や、常に一定以上の蓄積を維持する複層林施業の推進を図ることとする。
また、林地の安定化を目的とした未立木地等への植栽を推進するほか、複層状

態の森林へ誘導する際の広葉樹導入による針広混交林化を考慮する。
②複層林施業の方法に関する指針
複層林の造成に当たっては、当該森林の林齢が標準伐期齢から５年減じた林齢

に達した森林について主伐を実施して下層林を植栽するものとすること。
主伐後の伐採跡地については、早期更新を確保するため、主伐の翌年度から２

年以内に、本計画において定める標準的な本数を基準とし、主伐に係る伐採材積
の比率に応じて植栽するものとすること。
造林樹種については、本計画において人工造林すべき樹種を主体として定める
ものとすること。
また、複層林の造成後は、上層木の成長に伴って林内相対照度が低下し、下層

木の成長が抑制されることから、下層木の的確な生育を確保するため適時に間伐
を実施することが必要であるが、この場合上層木の切り過ぎによる公益的機能の
低下を防止するため、一定の蓄積が常に維持されているものとすること。
③長伐期施業の方法に関する指針
長伐期施業は、公益的機能をより高度に発揮させるとともに、大径材の生産を
目標とし、原則として、主伐の時期は概ね標準伐期齢の２倍の林齢以上の時期と
することとする。
林木の生長による過密化に伴う林内相対照度の低下を防止し、下層植生を適正
に維持するため、適切に間伐を実施することとするが、立木の切り過ぎによる公
益的機能の低下を防止するため、一定の蓄積を維持できるような生長量相当分を
間伐として伐採するものとすること。

’

」

イ 森林と人との共生林
①森林と人との共生林の区域における施業の方法に関する指針
生活環境保全機能、保健文化機能の維持増進を特に図るため、森林の構成を維

持し、樹種の多様性を増進する森林施業や、天然生林等の的確な保全・管理を推
進する。
具体的には、自然環境の保全を最も重視すべき森林については、天然力の活用

を基本とした天然生林施業を行うこととし、必要に応じ、植生の復元等を実施す
る。
また、森林とのふれあいや自発的な森林づくり活動を通じた環境教育や健康づ
くりの場として利用される森林においては、快適な森林環境や優れた森林景観を
保全・創出するため、森林構成の多様化や景観の向上に配慮した天然生林施業や、
郷土樹種を基本とした花木や広葉樹との混交も考慮に入れた育成複層林施業、人
工林の有する美的景観を確保する必要のある森林における景観維持・向上のため
の育成単層林施業等の推進に努めるなど、地域住民や都市部住民の参画も得た国
民に開かれた里山林等の整備を推進することとする。
都市近郊や里山等地域住民の生活に密接な関わりを持ち、よりよい生活環境の

維持・創出に不可欠な森林については、天然生林施業や、択伐等による森林構成

ｈ
Ｊ
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の維持を基本とした施業を継続的に実施するほか、求められる効果に最も適合し
た森林の姿になるよう、樹種の選定や立木の密度等を配慮した更新、下枝の着生
状態や葉量の保持等に配慮した保育、間伐等を行うこととする。
②特定広葉樹育成施業の方法に関する指針
特定広葉樹は、郷土樹種を主体として、地域独自の景観、多様な生物の生息・

生育環境を形成する森林を構成する樹種を指定するものとすること。
特定広葉樹の立木の伐採については、常に特定広葉樹の立木の蓄積が維持され
る範囲において行うものとすること。特定広葉樹以外の立木については、特定広
葉樹が優勢となる森林を造成し、又はその状態を維持するため、伐採を促進する
ものとすること。
天然更新に必要な母樹のない森林など植栽によらなければ特定広葉樹の立木の

的確な生育を確保することが困難な森林の主伐跡地には、適確な本数の特定広葉
樹を植栽し、また、天然更新が見込まれる場合においても、特定広葉樹の的確な
更新を図るため、必要に応じ、刈出し、植込み等の更新補助作業を行うものとす
ること。
特定広葉樹の的確な生育に必要な芽かき、下刈り、除伐等の保育を実施するこ
ととし、特に、タケの侵入により特定広葉樹の生育が妨げられている森林につい
ては、継続的なタケの除去を行うものとすること。

ウア又はイに掲げる森林のうち伐採方法その他の施業の方法を特定する必要のあ
る森林

（ア）更新を確保するため伐採方法を特定する必要のある森林における施業の方法
伐採方法は原則として択伐とするものとする。択伐の程度については、局所
的な土壌の撹乱や動植物の生育条件等が著しく悪化しない範囲とするものとす
る。

（イ）自然環境の保全及び形成並びに保健・文化・教育的利用のため伐採方法を特
定する必要のある森林における施業の方法
自然美を構成する森林及び優れた森林美を有する森林であって、主要な眺望

点から望見されるもの、保健・文化・教育的利用の場とされる森林のうち登山
道の沿線であって特にひ陰のため利用されているもの、貴重な動植物の保護等
のため常に林相状態を維持する必要のある森林等にあっては択伐とするものと
する。
択伐の程度については、それらの保健・文化・教育的利用の特質等を阻害し
ない範囲とすることとする。
保護樹帯の設置及び林地の地形、周囲の森林の林型等と関連のある伐区の形

状・配置を定め、小面積の帯状伐採を行う等により、風致の維持等が確保でき
る場合には、皆伐とすることができるものとする。

（ウ）生活環境の保全及び形成のため伐採方法を特定する必要のある森林における
施業の方法
原則として択伐とし、択伐の程度については生活環境保全機能の特質等を阻

害しない範囲とするものとする。
ただし、保護樹帯の設置及び林地の地形、周囲の森林の林型等と関連のある

伐区の形状・配置を定めた小面積の帯状伐採を行う等により、生活環境保全機
能を確保できる場合は、皆伐とすることができるものとする。
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(エ）農地、林地又は道路その他の施設の保全のため伐採方法を特定する必要のあ
森林における施業の方法
原則として択伐とするものとする。択伐の程度は、土壌の緊縛力、落ち葉等

の被覆状況及び森林の構成状況等を勘案して、伐採後の森林の保全機能を維持
し得る範囲とするものとする。
ただし、保護樹帯の設置及び伐区の形状・配置を定めた小面積の帯状伐採を

行う等により保全機能を確保できる場合は皆伐作業をとることができるものと
する。

(オ）未立木地等で雪崩、寒害、風水害等を防止するために人工造林又は天然更新
補助作業をする必要のある森林における造林の方法
人工造林又は刈出し、植込み等の更新作業によるものとする。

(力）林地を改良する必要のある森林における改良の方法
対象としている森林は、理化学性が良くない土壌から成っているため、土壌

の理化学性を改良することを主眼とし、地表の保護に配慮しつつ、耕転、有機
物及び欠乏養分の補給等を行うこととする。

（３）その他必要な事項
な し

’- 2 0 -
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７．林道の開設その他林産物の搬出に関する事項
（１）林道の整備に関する基本的な考え方
林道の開設については、森林の適正な整備及び保全、効率的かつ安定的な林業経

営の確立、また山村の生活環境の整備などに向けて、林道網の骨格となる林道及び
森林施業の効率的な実施に必要な林道について、計画的な整備を促進する。

（２）開設又は拡張すべき林道の種類別、箇所別の数量等
( 単 位／延長 : m )

９

( 単 位 ／ 延 長 : r n 面 積 : h a 材 積 : m 3 )

- ２ １ -

区 分 開 設 拡 張 備 考

総 数 １３１,７５０ 3３，７５０

前 期 ６５，８００ 1１，５００

後 期 ６５，９５０ 2２，２５０

開
設
拡
張
別

種 類
位 置
(市町村） 路 線 名

延 長
及 び
箇所数

利 用 区 域

面 積
材 積

針葉樹 広葉樹

備

考

開設 自動車道 広 川 町 箕谷 1，０００ 1７１ 1，２３５ 5，０８９

〃 〃 〃 坂本川 １,６００ 1３１ 6，５９８ 2,１０２

〃 〃 〃 広川支 1,５００ 8５ 1７，９３１ ０

〃 〃 〃 白馬 1,８００ 5，９７２ 1，３１５，０６５ 2３８，６２７

〃 〃 有 田 川 町 中原三瀬川 3００ １３３ 3８，４２５ 9９８

〃 〃 〃 峠上二澤 ４，４００ 3１４ １１１,９２６ 2，３４２

〃 〃 〃 日物川境川 5,０００ ２１４ ７１，６８４ 4３１

〃 〃 〃 白馬半堂 2,５００ 2３４ 1５，４０６ 2３，３３４

〃 〃 〃 上横谷 ６，１００ 1４７ 2４，０４９ 1，４２４

〃 〃 〃 字津々呂 ４,１００ 1３６ 2４，９０９ 4５７

〃 〃 〃 三瀬川峠 3，０００ 3１６ 5３，７４８ 2，５９３

〃 〃 〃 峠宝形 1,５００ 2１０ 5０,８６８ 2,０６６

〃 〃 〃 境川打井原 2，１００ １２８ 2６，５２１ 3，３１５

〃 〃 〃 遠井大蔵 6,５００ 3５０ 8０,８００ 4,５５０

〃 〃 〃 植木白馬 1,８００ 4３８ 1２２，３０８ ３，７８６

〃 〃 〃 立伍 1，３００ 2３３ 6９，７０５ ４，８８０
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開
設
拡
張
別

種 類
位 置
(市町村） 路 線 名

延 長
及 び
箇所数

利 用 区 域

面 積
材 積

針葉樹 広葉樹

備

考

開設 自動車道 有 田 川 町 大鳴海山 ９,０００ 7５０ 7７，５６２ 5８，４２１

〃 〃 〃 糸川修理川 ５,６００ ２２４ ２３，１６５ 1７，４４８

〃 〃 〃 平畑 ３，０５０ 1９８ ２０,４７６ １５,４２３

〃 〃 み な く 町 東神野川木の川 1,２００ 1５９ ２１，７４２ 8，３９９

〃 〃 〃 大穂手 ４，４５０ ５７４ ２３，２５６ ９，９６７

〃 〃 〃 大久保 1，２５０ ２２６ ２１，９４３ ８，７０９

〃 〃 〃 湯ノ川 ９００ ７７ 1０,３００ ３，２１０

〃 〃 日 高 川 町 株井白馬 ２,９００ ２９２ ６５，５３２ ５，６２０

〃 〃 〃 瀬谷妹尾 ２５０ ４0７ 5０，９０９ ３３,０８７

〃 〃 〃 新行 ３５０ ６２０ １３０，２２２ 2８，７１３

〃 〃 〃 日高中央 ３，５００ 2９２ 7５，９２５ ８，５０２

〃 〃 〃 西の川 ４,５００ 1２８ 1２，２４４ ５，１９６

〃 〃 〃 西原白馬 3,０００ 3３１ 3９，５３２ ３，２４４

〃 〃 〃 小山 3,３００ 1３７ 7，７３３ ８，５６２

〃 〃 〃 小川城ヶ森 4,０００ 7４９ 1４２，９４０ 2０,０３３

〃 〃 〃 北谷支 5００ 7９ 1，９５４ １,５５３

〃 〃 〃 滑谷 5００ 6５ 3，３０２ 2，９１５

〃 〃 〃 柿谷 1,５００ 5１ 5，４７７ 1，５７５

〃 〃 〃 中庄 1,０００ １６９ １６,１３９ 5，７３２

〃 〃 〃 北又 8０0 70 １４,２２０ 2，３８１

〃 〃 〃 小畑谷 1,５００ 1３５ 1８，３６６ １０,１５２

〃 〃 〃 田ノ尻 5００ 6０ 9，１５９ 6,１０７

〃 〃 〃 尾名谷 ８００ 5０ 1１,０３１ 1，６６６

〃 〃 〃 瀬谷 1,０００ １１６ 2１，２９５ 2，３４１

〃 〃 〃 桜谷 ５００ 3０ 1，５３３ 1，０１１

〃 〃 〃 井の谷 ５00 ４２ 1２９ 3，０２７



（３）更新を確保するため林産物の搬出方法を特定する必要のある森林の所在及びそ
の搬出方法
該当なし

（４）その他必要な事項
事業実施にあたっては、地形、地質等の条件を考慮のうえ位置、線形等を決定

するとともに、林道の開設及び拡張後の維持管理に留意すること。

-２３ -

開
設
拡
張
別

種 類
位 置
(市町村） 路 線 名

延 長
及 び
箇所数

利 用 区 域

面 積
材 積

針葉樹 広葉樹

備

考

開設 自動車道 日 高 川 町 尾曽白馬 ５,０００ 510 6９，２４２ 9，１００

〃 〃 〃 佐井後山 1，５００ 7４ 6，４８６ 3,０２８

〃 〃 〃 西原上滝本 5００ 1９ 1７３ 1，７１９

〃 〃 〃 坂本後山 ２，３００ 1０0 1２，２９０ 2,２１０

〃 〃 〃 樅ノ木 ４,０００ 5３３ 6１,９６６ 2５，１５３

〃 〃 〃 高瀬猪谷 ３，０００ 2３７ １８,３４５ 1５，３９６

〃 〃 〃 中ノ峪峰越 ２，７００ 2９1 3８，２２２ 1，６８０

〃 〃 〃 串谷 ４,１００ 5５0 5０,０１６ 4５，１７６

〃 〃 〃 八軒道 ３,０００ 1８６ 2３，７７３ 3，３１２

〃 〃 〃 戸瀬谷 ４,０００ 2３２ 1１，７９４ 9,２０４

〃 〃 〃 黒沼谷 ８0０ ４６ 4，２４３ 9９０

拡張 改 良 広 川 町 白馬 1,５００ ５，９７２ １,２７１,３８５ 1９７，３８９

〃 〃 〃 小鶴谷 1,１００ 1２８ 1６，９２６ 6，７９５

〃 〃 日 高 川 町 川合湯ノ又 1,２００ 1，５５４ 9５，７６３ 5７，０２８

〃 改良舗装 日 高 川 町 滝の上八斗蒔 1０,３００ ６0１ 1１７，５９１ 2７，６５０

〃 〃 み な く 町 東神野川木の川 ５，２５０ 1５９ 2１,７４２ 8，３９９

〃 〃 日 高 川 町 小谷 ７,６００ ４６４ 7６，０４７ 7，７３２

〃 〃 〃 八軒道高津尾川 ３,３００ ２７７ ４１，６００ 3，６１３

〃 〃 〃 出合白馬 ３,５００ 1９３ ２３，９１８ ６,４１３



８．森林施業の合理化に関する事項
森林施業の合理化に関する事項の実施に当たっては、県、森林管理局、森林管理

署、市町村、森林組合、林業経営者、素材生産・造林事業体、木材加工・流通事業
体等を構成員とする、流域林業活性化協議会を通じて、生産・流通・加工に係る関
係者の合意形成及び国有林・民有林の緊密な連携を図りつつ、以下のとおり計画的
かつ総合的に推進する。
（１）森林施業の共同化の促進
本計画区の森林の所有形態は、5ha未満の森林所有者が80%を占めるなど、

その保有形態は極めて零細であり、毎年継続した森林施業の実行確保が困難である。
このため林業経営の計画化・合理化を促進し、保育・間伐等の森林施業の実行確保
を図るため、特に小規模林家や不在村森林所有者を対象に森林組合等を中心とした
施業の委託、協業化、組織化を推進し林業経営の改善を図るとともに、市町村、森
林組合、林業普及指導員等を通じで、森林所有者への指導に努める。

（２）林業に従事する者の養成及び確保
緑の雇用事業を進め、林業の担い手の育成確保に努めるものとする。また、地域

林業の中核的な担い手として森林組合を育成するため、長期的な経営計画のもとに
合併等による自己資本の強化と執行体制の充実を図るものとする。さらに労働力の
安定的な確保を図るため「わかやま林業労働力確保支援センター」との連携のもと、
雇用管理の改善及び経営の合理化を促進し、安定的な経営を行い得る事業体の育成
に努め、林業に就業する者の定着を図るため、農山村地域における定住環境の整備
や所得の向上を図り、新規参入しやすい体制を確立するものとする。

（３）林業機械の導入の促進
ア高性能機械の導入

今後主伐期の到来により伐採量の増加が予想されることから、特に伐出・造材
工程について、環境負荷の低減に配慮し、非皆伐施業にも対応しうる機械化を推
進し、作業工程の効率化を図り、低コスト林業の実現を目指す。また、機械化の
推進による労働環境の改善と青年の林業労務への参入を促進し、林業および山村
地域社会の活性化を図るものとする。
林業機械の導入に当たっては、路網の整備状況が生産性に大きな影響を及ぼす
ことから林道・作業道の整備を並行して行う。この場合、効率的な伐採・搬出や、
土場での作業性を考慮した適所への作業ポイントの設置等を推進する。同時に、
現地の作業条件に応じた作業システムを効率的に展開できる技術者の養成に努め
るとともに、中。大型機械の稼働コストを低減するため、中小の林業経営者につ
いては、施業計画の策定、森林組合への施業委託等により、共同化・協業化を推
進するなどして安定した事業量を確保し、効率的な運用に留意する。また林業・
木材産業改善資金等の制度融資も積極的に活用する。

イ機械作業システムの目標
地形、作業規模等地域の特性に応じた指向すべき機械作業システムの目標は次

のとおりとする。また最終的には傾斜地対応の車両系高性能林業機械の導入を目
指す。

’
１

’
- ２ ４ -



（４）作業路等の整備
作業路等の整備は、集約的な森林施業の実行確保、施業の省力化及び素材生産
コストの低減等を図るうえで必要不可欠であり、林道整備と並行して行うことと
する。また、高性能林業機械の作業システムに対応した路網の配腫や、集運材の
ポイントになる箇所には、山元貯木場等の施業ポイントの併設を促進し、伐採か
ら搬出までの有機的な連携を図る。

（５）林産物の利用の促進
ア木材流通体制の整備

流域を単位として計画的な木材生産を推進し、共同出荷等により出材ロットの
拡大を図るほか、「せり売り」によらない販売方法の導入等を促進する。また、
素材生産業者・流通業者及び民有林・国有林が一体となった産地銘柄化等により、
品質や性能が明確で需要者のニーズに即した木材流通体制の整備に努めるものと
する。

イ木材加工の合理化
地域の実情に応じ流域を単位として、木材の安定供給の確保に関する特別措置

法に基づく事業計画を活用し、森林所有者、森林組合を中心とした川上組織と製
材所、木材協同組合等の川下組織の木材流通加工を担う組織間の連携を深め、市
場ニーズに柔軟に対応できる加工体制整備を図るものとする。

ウ生産・流通・加工を通じた関係者の合意形成
民有林及び国有林を通じ、また川上から川下まで一体となって合理的な木材の

生産・流通システムの確立を図るため、木材安定供給協議会による素材生産情報
等の一元化など、地域材の産地化形成の推進等について地域の関係者の合意形成
に努めるものとする。

（６）その他必要な事項
な し

- ２５ -

区 分 機械作業システム 主 要 機 械

緩斜地・作業規模小 高性能多機能型 ハー ベ ス タ

傾斜地・作業規模大 高性能大型架線系
チェーンソー→タワーヤーダ→
プ ロ セ ッ サ 又 は
チェーンソー→集材機→プロセッサ

傾斜地・作業規模小 簡易小型架線系 チェーンソー→スイングヤーダ→
プロセッサ



’ ９．森林の土地の保全に関する事項
（１）樹根及び表土の保全その他森林の土地の保全に特に留意すべき森林の地区

｜

． ( 単 位 ／ 面 積 : h a )

１

(注）森林の箇所別明細は森林簿による。

’

Ｉ

- ２ ６ -

所 在

市 町 村 地 区
面 積 留意すべき事項 備 考

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

計

1５６

７１８

３４２

３，４５３

２０，９８１

３３９

１，１２７

１,００６

３，５７７

４，３９３

2３，９２２

6０,０１４

森林の施業及び土地
の形質の変更に当た
って水資源のかん養
、土砂の流失、崩壊
防止に留意すること



（２）森林の土地の保全のため林産物の搬出方法を特定する森林及びその搬出方法

（単位／面菰 : h a )

（３）土地の形質の変更に当たって留意すべき事項
本計画区の地形は、全般的に谷密度が大きく、雨水の集中流下する箇所が多い。

特に奥地山間部は起伏量が大きく、かつ、急傾斜地が多いので降水による土砂の流
出や崩壊が生じやすい。降水壁は本計画区奥地の清水などで年間1,900mmを超えてい
る。
このような地形、気象等の自然的諸条件下にあっては、土地の形質の変更には細

心の注意が必要であり、土石の切取り、盛土等に当たっては法面勾配の安定を図る
とともに崩壊を起こさないよう必要に応じ法面保護のための緑化工、土留工等の施
設を設圃するものとする。
また、水の適切な処理のための排水施設は、放水断面を十分にとり水質悪化のお

それがある場合には沈砂池又は遊水池を設けるとともに、下流の諸施設に影響を与
えないよう安全堅固なものとする必要がある。
土地の形質の変更にあたっては、変更の態様、自然的、社会的諸条件、実施すべ

き施業の内容等勘案して、実施地区の選定を十分検討し緑地の保存に留意した土地
の保全が図られるよう適正な諸措圃を講ずるものとする。

（４）その他必要な事項
な し

- ２ ７ -

区 分 森 林 の 所 在 面 積 搬 出 方 法

総 数

市
町
村

該 当 な し



1 0 .保安施設に関する事項
（１）保安林として管理すべき森林の種類別面積等

保安林として管理すべき森林の種類別の計画期末面積
（単位／面積 : h a )

注総数欄は、２以上の目的を達成するために指定される保安林があるため、
水源かん養のための保安林等の内訳に一致しない。

計画期間内において保安林の指定又は解除を相当とする森林の種類別の所在
及び面積等

（単位／面積 : h a )

- ２ ８ -

保安林の種類 面 積 備 考

総数（実面積） ３４,８００

水源かん養のための保安林 ２７，８５５

災害防備のための保安林 ６，５６７

保健、風致の保存等のための保安林 ７７３

聯 種 類
森 林 の 所 在
市 町 村 区域

面 積
指定又は解除を
必要とする理由

備考

指 定 水源のかん養 有 田 川 町 ８５

〃 〃 印 南 町 1００

〃 〃 み な く 町 １００

〃 〃 日 高 川 町 ２００

計 ４８５

指 定 土砂流出防備 有 田 川 町 ２７

〃 〃 広 川 町 1４

〃 〃 印 南 町 ５０

〃 〃 み な く 町 ５０

〃 〃 日 高 川 町 ４０0

計 ５４１

指 定 土砂崩壊防備 日 高 川 町 1０

計 １0

合 計
、

1，０３６



Ｉ

計画期間内において指定施業要件の整備を相当とする森林の面積
( 単 位 面 積 : h a )

- ２ ９ -

零 種 類
森 林 の 種 類
市 町 村 区域

面 積
指定又は解除を
必要とする理由

備考

解 除 水源のかん養 有 田 川 町 １

〃 〃 広 川 町 １

〃 〃 日 高 川 町 3０

計 3２

解 除 土砂流出防備 有 田 川 町 ２

〃 〃 御 坊 市 ２

〃 〃 印 南 町 20

〃 〃 み な く 町 2５

〃 〃 日 高 川 町 ５

計 5４

解 除 土砂崩壊防備 有 田 川 町 ３

〃 〃 み な く 町 １

〃 〃 日 高 川 町 １

計 ５

解 除 潮 害 防 備 印 南 町 ２

〃 〃 み な く 町 １

計 ３

合 計 9４

種 類
指定施業要件の整備区分

伐採方法の
変更面積

皆伐面積の
変更面積

択伐率の
変更面積

間伐率の
変更面積

植栽の
変更面積

水源かん養のため
の保安林

０ ０ 1,１１１ １，６２７ 1,３６０

災害防備のための
保安林

０ ０ 3７６ 4６３ ３８４

保健・風致の保存
等のための保安林

０ ０ ０ ８ ６

合 計 ０ ０ 1，４８７ ２，０９８ 1，７５０
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(２） 保安施設地区として指定することを相当とする土地の所在及び面積等
（単位／面積 : h a )１

１

’
- ３ ０ -

森 林 の 所 在

市 町 村 区 域
面 種

指定を必要とする

理 由
備 考

該 当 な し



（３）実施すべき治山事業の数量

治山事業の数斌
( 単 位 地 区 ）

その他必要な事項
し

特定保安林の整備に関する事項

（４）
な

１１．

（１）要整備森林の所在及び面積
別紙様式に記戦する

（２）要整備森林について実施すべき施業の方法及び時期
別紙様式に記職する

（３）その他必要な事項
な し

- ３ １ -

森 林 の 所 在

市 町 村 区 域

治山事業
施行地区数 主 な 工 ． 種 備 考

有 田 市 初島 １ 渓間工・山腹工・森林整備

広 川 町 上 津 木 外 ４ 渓間工・山腹工・森林整備

有 田 川 町 宇 井 苔 外 ２５ 渓間工・山腹工・森林整備

美 浜 町 和田 １ 渓間工・山腹工・森林整備

日 高 町 産湯 １ 渓間工・山腹工・森林整備

印 南 町 島 田 外 ４ 渓間工・山腹工・森林整備

み な く 町 西 本 庄 外 ４ 渓間工・山腹工・森林整備

日 高 川 町 寒 川 外 ２５ 渓間工・山腹工・森林整備

合 計 ６５
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１２．保健機能森林の区域の基準その他保健機能森林の整備に関する事項
保健機能森林は森林の有する保健機能を高度に発揮させるため、森林の施業及び

公衆の利用に供する施設の整備の一体的な推進により森林の保健機能の増進を図る
べき森林である。市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、
森林資源の構成、周辺における森林レクリエーションの動向等を勘案して、森林の
保健機能の増進を図ることが適当と認められる場合について、保健機能森林の整備
に関する事項を定めるものとする。

（１）保健機能森林の区域の基準
保健機能森林は、湖沼、渓谷等と一体となって優れた自然美を構成している森林

等保健機能の高い森林のうち、自然環境の保全に配慮しつつ、その森林の存する地
域の実情、その森林の利用者の意向等からみて、森林の保健機能の増進を図るため
整備することが適当であり、かつ、その森林施業の担い手が存在するとともに、森
林保健施設の整備が行われる見込みのある森林について設定することとする。

（２）その他保健機能森林の整備に関する事項
ア保健機能森林の区域内の森林における施業の方法に関する指針

保健機能森林の施業については、森林の保健機能の増進を図るとともに、施設
の設置に伴う森林の有する水資源かん養、国土保全等の機能の低下を補完するた
め、自然環境の保全及び森林の有する諸機能の保全に配慮しつつ、択伐施業、広
葉樹育成施業等多様な施業を積極的に実施するものとすること。
また、利用者が快適に散策等を行えるよう適度な林内照度を維持するため、間

伐、除伐等の保育を積極的に行うものとすること。

イ保健機能森林の区域内における森林保健施設の整備に関する指針
施設の整備に当たっては、自然環境の保全、国土の保全及び文化財の保護に配

慮しつつ、地域の実情、利用者の意向等を踏まえて多様な施設の整備を行うもの
とすること。
また、対象森林を構成する立木の期待平均樹高（その立木が標準伐期齢に達し

たときに期待される樹高（既に標準伐期齢に達している立木にあってはその樹
高））を定めるものとすること。

ウその他必要な事項
な し

-３３ -



｜-

１

１

その他必要な事項
法令により施業について制限を受けている森林の施業方法

（ 単 位 面 積 : h a )

１３．
（１）

-３４-

種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

水源かん菱
保安林

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

小 計

一

7０３

８，８５０

2９

■■■■

7４７

2９９

1４，２４２

2４，８７０

伐採種を定め
ない

主伐は標準伐
期齢以上

土 砂 流 出
防備保安林

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

小 計

1５

１７０

１１0

1，６３７

』■■■■

１２

5８６

6０２

2，７８９

5，９２１

部分皆伐若し
くは択伐

主伐は標準伐
期齢以上



Ｉ
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種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

土 砂 崩 壊
防備保安林

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な ぺ 町

日 高 川 町

小 計

４

４

9０

Ｉ

1３

２２

２0

１５４

禁伐若しくは
択伐

択伐率は４０
％以内

そ の 他 の
保安林

●

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な ぺ 町

日 高 川 町

小 計

１３０

１９５

７

２0

２７

1０４

３９

６６

１３

１５５

1６

7７２

禁伐若しくは
択伐

択伐率は４０
％以内

合 計 ３１，７１７
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種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

砂防指定地 有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

印 南 町

み な ぺ 町

日 高 川 町

小 計

３

1９

２

1３

４１４

1９

４

３４

３７1

3８２

1,２６１

択伐若しくは
禁伐

土砂の採取等
は禁止

国 定 公 園
第 １ 種
特 別 地 域

有 田 川 町

小 計

３０

３０

禁伐もしくは
単木択伐

択伐率は10％
以内
標準伐期齢
十１０年以上

国 定 公 園
第 ２ 種
特 別 地 域

有 田 川 町

小 計

5３

５３

択伐もしくは
部分皆伐

択伐率は30％
以内、皆伐は一伐区２ha "
標準伐期齢
以上

国 定 公 園
第 ３ 種
特 別 地 域

有 田 川 町

小 計

7６６

7６６

特に定めない 全般的な風致
の維持を考慮
して施業する

県 立 自 然
公園第１種
特 別 地 域

有 田 市

広 川 町

有 田 川 町

日 高 町

由 良 町

み な く 町

日 高 川 町

小 計

10

1５

10４

５

3８

４

２

１７８

禁伐若しくは
単木択伐

択伐率は10%
以内
標準伐期齢
十１０年以上
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種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

県 立 自 然
公園第２種
特 別 地 域

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

み な く 町

日 高 川 町

小 計

３

２１

6５

8０

3３

4７

１

５11

7６１

択伐若しくは
部分皆伐

択伐率は30％
以内、皆伐は一伐区２ha "
標準伐期齢
以上

県 立 自 然
公園第３種
特 別 地 域

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

み な く 町

日 高 川 町

小 計

5４

２

1６

２１

5０６

4２１

2０２

6８

1２

1，９８０

３，２８２

特に定めない 全般的な風致
の維持を考慮
して施業する

自然環境保
全法による
県自然環境
保全地域特
別地区

有 田 市

印 南 町

日 高 川 町

小 計

１

４

６７

７２

禁伐若しくは
単木択伐

現状変更には
許可が必要

鳥獣保護法
による特別
保 護 地 区

日 高 川 町

小 計

２５

２５

禁伐若しくは
単木択伐

択伐率20%
以内
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種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 頼

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

文化財保護
法・県文化
財保護条例
による、史
跡、名勝、
天然記念物
に係る指定
地域

湯 浅 町

有 田 川 町

由 良 町

小 計

３

２

３６

４１

禁伐若しくは
単木択伐

現状変更には
許可が必要



Ｉ

（２）森林の保護及び管理
ア．森林の保護及び管理の方針

森林の持つ多面的機能を阻害する松くい虫、スギカミキリ、ノウサギ、カモシ
カ、シカ等の森林病虫獣害を防止・軽減するために試験研究機関と連携を図りな
がら、林業普及指導員の指導のもと積極的に防除を行うとともに、被害跡地につ
いては早急にその復旧を図る。
昭和３３年頃より猛威を振るった松くい虫による被害は、薬剤散布や伐倒駆除

等の防除事業により拡大防止に努めた結果、昭和５４年をピークに、５７年頃か
ら鎮静化に向かい被害量は減少した。しかしながら、今なお被害が見られること
から適確な防除と健全な松林の整備に努める。スギ、ヒノキの材質を悪化させる
スギカミキリ等の被害を防止するため、間伐・枝打ち等の施業を適正に実施する
よう普及啓発に努める。
また、間伐の未実施による森林の荒廃を防止するため、所有者に対し適正な施

業の普及啓発を行うとともに、森林組合を核とした施業委託・管理の推進を図る。
なお、森林を対象とする開発行為については、国土利用計画県計画と整合を保

ちつつ、林地の適正な利用を確保するとともに、その開発に当たっては、林業に
支障を及ぼさないよう配慮し、災害の未然防止と自然環境の保全に留意すること
により、秩序ある開発によって県土の有効利用を図る。

イ．森林の巡視に関する事項
林野火災は毎年1０～20件発生し、貴重な森林資源を消失しており、その面積は
10～20haに及んでいる。また凍害・干害・風害・水害等の気象被害や、森林リク
レーション等の林内入込み者の増加とともに立木の損傷や植物の採掘などの被害
も発生している。これらの被害を未然に防止するため、森林保全巡視等の適時適
切な実施に努める。

ウ．森林の保護及び管理のための施設に関する事項
森林利用の多様化に伴い、森林火災の増加が懸念されるので、防火標識等の設

置を行い山火事の未然防止に努める。

（３）その他必要な事項
な し

- ３９ -
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（６）樹種別面積表．．・・・・・・・
（７）特定保安林の指定状況．・・・．
（８）自家用林及び特用林・・・・・・
（９）荒廃地等の面積・・・・・・・・
（10）森林の被害・・・・・・・・・・
３．林業の動向・・・・・・・・・・・
（１）保有山林規模別林家数．．・・・
（２）森林施業計画の認定状況．・・・
（３）森林組合及び生産森林組合の現況
（４）林業事業体等の現況・・・・・・
（５）林業労働力の概況・・・・・・・
（６）林業機械化の概況・・・・・・・
（７）作業路網等整備の概況．・・・．
４‘前期計画の実行状況・・・・・・・
（１）伐採立木材積．.・・・・・・・
（２）人工造林・天然更新別面積・・・
（３）林道の開設又は拡張の数量・・・
（４）保安施設の数量．・・・・・・・
（５）要整備森林の施業の区分別面積・
５．林地の移動状況．．・・・・・・・
（１）森林より森林以外への移動・・・
（２）森林以外より森林への移動・・・
６．森林資源の推移．．・・・・・・・
（１）分期別伐採立木材較等．．・・・
（２）分期別期首資源表・・・．・・・
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０

０
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０

０

０

０
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６
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６

６

６

６

６
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１．森林計画区の概要

（１）市町村別土地面積及び森林面祇

( 単 位 面 菰 ; h a 比 率 : % )

区域面禎は、全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院調査資料）
ほかによる。
国有林面積は、林野庁所管以外国有地も含む。平成22年４月１日現在の数値。
民有林面積は平成22年度森林現況調査結果による。
小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が一致しないことがある。

(注）１．

■

■

●

２

３

４

- ４ １ -

区 分 区 域 面 積
①

森 林 面 積

総 数 ② 国 有 林 民 有 林
森林比率
②/①×１００

総 数 1１７,４２２ 8５，８４９ ２,６０６ ８３，２４３ 7３

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

3，６９２

4，３９３

2,０８０

6，５３１

3５,１７７

1，２７９

４，６４２

3，０７４

１１,３６３

1２，０２６

３３,１６５

6６５

1,６１２

7６３

4，９３５

2６，９８９

6００

3,０７２

1，８８５

8，１３７

8,１９１

2８，９９８

ー

１■■■■

6９５

8７

-

4９１

7３

1，２５９

６６５

１,６１２

7６３

４，９３５

2６，２９４

6００

2，９８５

1，８８５

7，６４６

8,１１８

2７，７３９

1８

３７

３７

７６

７７

４７

６６

６1

７２

６８

８７



）

（ ２ ） 地 況

ア ． 気 候

(注）平成２１年気象年報（和歌山地方気象台観測資料）による。

イ ． 地 勢
Ｉの１．自然的・社会的背景と森林計画の位置づけを参考

１

ウ．地質、土壌等
〃

’
’

’

- ４ ２ -
｜
’

観 測 所
気 温 （ ℃ ）

最 高 最 低 年平均

年 間
降水量
(mm)

最 高
積雪深
(cm)

主風の
方 向 備 考

清 水 観 測 所

川 辺 観 測 所

3４．２

3３．１

-５．６

-３．５

1４．０

１５．９

1，９１２

1，８３６

３

-

WNW

ESE



Ｉ

（３）土地利用の現況

( 単 位 面 積 : h a )

(注）１．面積総数、森林面積は１．の（１）市町村別土地面積及び森林面積から再掲。
２．農地面積は、平成２１年農林水産関係市町村別データ（農林水産省資料）に
よる。
３．宅地面積は固定資産概要調査書(H21.1.1現在)による。
４．小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が一致しないことがある。

-４３-

区 分 総 数 森 林
農 地

総 数 うち田 うち畑

そ の 他

総 数 うち宅地

総 数 １１７,４２２ ８５，８４９ 1２,６８５ 2，７２２ 9，９６３ 1８,８８８ ２，８５８

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

３，６９２

４，３９３

２，０８０

６，５３１

3５,１７７

1，２７９

４，６４２

３，０７４

1１，３６３

1２，０２６

３３，１６５

６６５

1，６１２

7６３

４，９３５

２６，９８９

６００

３,０７２

１,８８５

８，１３７

８，１９１

２８，９９８

1，４５０

8８８

6１６

6９８

3，２７０

2１０

5６３

3７０

1,０１０

２,４８０

1,１３０

3５

4６８

3２

1５８

3６５

1６５

4８１

1１２

3０0

2１７

3８９

1，４１５

4２０

5８４

5４０

2,９０５

4５

8２

2５８

７１０

2，２６３

7４１

1，５７７

1，８９３

7０１

8９８

4，９１８

4６９

1,００７

８１９

2，２１６

1，３５５

3，０３７

５７５

４５７

1６２

１３１

５１６

1３３

1４５

１３７

１７１

2３２

1９８



（４）産業別純生産額
( 単 位 金 額 ： 百 万 円 ）

(注）市町村別の産業生産額は、平成19年度市町村経済計算（県調査統計課）による。
消費税及び帰属利子を含む。

-４４ -

区 分 総生産額
第 １ 次 産 業

総 額 農 業 林 業 水産業

第２次
産 業

第３次
産 業

総 数 ４５９，５６５ 3０,５６２ 2５，６８４ ９１９ 3,９６０ 1２２，９９５ ３０６,００５

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

７７，７０８

９２,０９１

３８，６９６

1６，１３９

８３，３３６

１７;６６７

１２,７７９

２５，３２３

２２，０７４

４４，４１２

２９，３４０

4，１３８

2，８０７

1，６８５

1，７８２

7，５０４

3８２

1，７２３

7７８

2，１９９

5，４３２

2，１３２

3，３８５

2，３３３

1，４３８

１,４８２

7，２２２

３３０

8００

4８５

2,０４１

4，３９６

1，７７２

９

1９

４

5６

2４８

５

３1

1３

9０

１０７

3３７

7４４

4５６

2４４

2４４

3４

4７

8９２

2８０

6８

9２９

2２

2３，５０８

１１,９６１

5，２２７

3,778

2２,１１０

３,１１１

２，６７５

1３，５１０

８,８１７

1６，３１０

1１，９８８

5０,０６２

７７，３２２

３１，７８４

１０,５７９

５３，７２２

1４，１７５

８，３８０

1１，０３４

1１，０５８

２２，６６９

１５,２２０



Ｉ

（５）産業別就業者数

( 単 位 人 数 ： 人 ）

(注）１．平成１７年度国勢調査による。
２．総数は、分類不能の産業を含む。

-４５ -

区 分 総 数
第 １ 次 産 業

総 数 農 業 林 業 水産業

第２次
産 業

第３次
産 業

総 数 ８０,８３５ 1８，９５５ 1７，３６４ 2４５ 1，３４６ 1８，８３０ ４２，８１８

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

１５,２２３

１１,７７２

６，８４６

３，９８２

１４,５７１

３，６４９

３,５２１

３，４４７

４，６３２

７，６６８

５，５２４

2，５５６

1，６２３

1，１００

１,０５２

４，６４４

3０７

８０１

5９８

1，６２５

３．１０１

1，５４８

2,１０８

1，５０２

9９０

9８６

4，５８７

2２７

6４1

4３６

1，５５３

2，８９２

１,４４２

３

６

0

1８

50

１

・８

２

2３

3７

9７

4４５

１１５

１１０

4８

７

7９

1５２

1６０

4９

1７２

９

4，４６２

2，６３０

1，６８７

9６９

２,９００

7６２

6９１

8６０

１,００６

1，７１３

1,１５０

８，１３９

７，４８３

４，０４５

1，９３３

６，９７５

２，５８０

２，０２９

1，９８５

１,９９９

２，８４５

２，８０５



１

Ｉ

2．森林の現況
(1)齢級別森林資源表

」

’

｜

’
(注)1.複層林の面積は､区域面積を下層木の該当する齢級欄に記載するとともに､上層木の該当する齢級欄上段に
記載した。
２.複層林の材積は､上層木､下層木ごとにその該当する齢級欄に記載した。
３.小数点以下を四捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。

’
１ ’- ４ ６ -

’ ’

区 分 総 数
面 積 材 積 成長鐘

１ 齢 級
面 菰 材 積 成長鑓

２ 齢 級
面 積 材 積 成長堂

総 数
5２

83,196
０

20,938

０

265

０

6５

０

０
０

０

０

147

０

１

０

０

立

木

地

総

数

人

工

林

総

数

単
層
林

育

成

育
成
複
層
林

天

然

林

総

数

単
層
林

育

成

、

襖
層
林

育

成

生

林

天

然

総 数

針

広

総 数

針

広

総 数
針
広

総 数

針

広

総 数
針
広
総 数
針
広
総 数
針
広
総 数
針
広

5２

81,986
5２

46,908

０

35,078
5２

46,038
5２

45,928

０
109

45,985

45,876

109

5２
5２
5２

5２
０

０
35,948

９８0

34,968
2３

1５
７

3,560
０

3,560

32,366
965

31,402

０

20,938

０
15,945

０
4,993
０

15,605
０

15,595

０

９
15,580

15,571
９

０
2４

０

2４

０

０
5,333

３４９

4,984
０
０

０

464

０
464

4,869
349
4,519

０

265
0

239

０
2５

０
235
０

235

０

０
235

234

０
０

１

0

１

0
０

2９

４

2５

０
０

０
２

0

２

2７

４
2３

０

6５
０

4６

０
1９

０
5３

０

４６

０

８

４１

3３

８
０

1２

1２

1２

０

1２

６

６
０

５

５

０

０
０

０

０
０

０

０

０

０

０

０
0

０

０

０

０

0

０

０

０

０

０

０
０

０

０

０

０
０

０

０

０

０

０
０

０

０

０

０

０

０

０
147

０

104

０
4２

０

116

０

8９
０

2７
111
8４

2７

０
５

５

31
1５

1６

1６
1５

１

１

１

1４

1４

０

１

０
０

0

１

０

０

０

０

0
０

０

０
０

０

０

0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０
０

０

０
0

０

０

０
０

0
０

０

０

０

０

０

0

0

０

０

0

竹 林 696 ー ー ■■■

無立木地 514 一 ー Ｉ■■ ー ー 1■■ 一



単位面積 : h a材積 :立木は千㎡成長趾 :千㎡

- ４７ -

３ 齢 級 ４ 齢 級 ５ 齢 級 ６ 齢 級
面 種 材 積 成長鍵 面 積 材 積 成長垂 面 積 材 積 成長鍵 面 積 材 積 成長量

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
134 1１ ２ 484 6６ ５ 1,313 215 11 3,170 672 2３
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

134 11 ２ 484 6６ ５ 1,313 215 11 3,170 672 2３
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

114 l１ １ 432 6３ ５ 1,019 190 ９ 2,830 635 2２

０ ０ ０ ０ ０ 0 0 ０ ０ ０ ０ ０
20 ０ ０ 5２ ３ 0 295 2４ １ 340 3７ １

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

116 1１ １ 441 6４ ５ 1,036 １９２ ９ 2,840 635 2２
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

114 11 １ ４３２ 6３ ５ 1,019 190 ９ 2,823 ６３３ 2２

０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ０ ０ ９ １ ０ 1７ ２ ０ 1７ ２ ０

8９ ８ １ 439 6４ ５ 11030 191 ９ 2,840 635 2２
8７ ７ １ 430 6３ ５ ljO1４ 190 ９ 2,823 633 2２
２ ０ ０ ９ １ 0 1７ ２ ０ 1７ ２ ０
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
2７ ３ ０ ２ ０ ０ ５ １ ０ ０ ０ ０
０ １

2７ ３ ０ ２ ０ ０ ５ １ ０

１８ ０ ０ ４３ ２ 0 278 2３ １ 329 3７ １
０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ 0 ６ １ ０
1７ ０ ０ ４３ ２ ０ 278 2３ １ 323 3５ １
０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ 2９ ２ ０ 3４ ３ ０

2９ ２ ０ 3４ ３ ０
1８ ０ ０ 4３ ２ ０ 249 2１ １ 295 3３ １
０ ０ ０ ６ １ ０
1７ ０ ０ 4３ ２ ０ 249 2１ １ 289 3２ １

ー １■■ ー ー １■■

q■■ ー ー ’一
一



’
｜
Ｉ

１
１ ’

’

’

｜
- ４ ８ -

７ 齢 級 ８ 齢 級 ９ 齢 級 1 ０ 齢 級
面 積 材 菰 成長鐙 面 積 材 積 成長量 面 菰 材 秘 成長鐘 面 菰 材 積 成長量

０ ０ ０ ２ ０ ０ ４ ０ ０ ５ ０ ０
6,323 1,487 3８ 9,944 2,677 5１ 12,632 3,394 4８ 15,021 3,983 4２
０ ０ ０ ２ ０ 0 ４ ０ ０ ５ ０ ０

6,323 1,487 3８ 9,944 2,677 5１ 12,632 3,394 4８ 15,021 3,983 4２
０ ０ ０ ２ ０ ０ ４ 0 ０ ５ ０ ０

5,103 1,335 3４ 7,711 2,369 4６ 7,997 2,745 4２ 8,304 3,046 3７
0 ０ ０ ０ ０ 0 0 ０ ０ ０ ０ ０

1,221 152 ３ 2,232 308 ５ 4,634 ６５０ ６ 6,717 938 ５
０ ０ 0 ２ ０ ０ ４ ０ ０ ５ ０ ０

5,019 1,313 3４ 7,680 2,360 4６ 7,921 2,717 4２ 8,200 3,011 3７
０ ０ ０ ２ ０ ０ ４ ０ ０ ５ ０ ０

5,０１８ 1,313 3４ 7,677 2,359 4６ 7,909 2,716 4２ 8,198 30010 3７
０ ０ ０ ０ ０ 0 0 ０ ０ ０ ０ ０
１ ０ ０ ３ ０ ０ 1１ ２ ０ ２ ０ ０

5,019 1,313 3４ 7,680 2,359 4６ 7,921 2,716 4２ 8,200 3,009 3７
5,018 1,313 3４ 7,677 2,358 4６ 7,909 2,714 4２ 8,198 3,008 3７

１ ０ ０ ３ ０ ０ １１ ２ ０ ２ ０ ０
０ ０ ０ ２ ０ ０ ４ ０ ０ ５ ０ ０
０ ０ ０ ０ １ 0 0 １ ０ ０ ２ ０

２ ４ ５
０ ０ ０ １ 0 １ ０ ０ ２ ０

1,304 173 ４ 2,264 317 ５ 4,711 677 ６ 6,821 973 ５
8５ 2２ １ 3４ 1０ ０ 8８ 2９ １ １０６ 3５ 1

1,220 １５２ ３ 2,229 307 ５ 4,623 648 ６ 6,715 937 ５

０ ０ ０ ０ ０ 0 0 ０ ０ ０ ０ ０
０ ０ 0

8７ 10 ０ 317 3９ １ 420 5４ ０ 887 116 １

8７ 1０ ０ 317 3９ １ 420 5４ ０ 887 1１６ 1

1,217 １６４ ４ 1,946 279 ４ 4,291 ６２３ ６ 5,934 856 ５

8５ 2２ １ 3４ 1０ 0 8８ 2９ １ 106 3５ 1

1,133 142 ３ 1,912 269 ４ 4,203 594 ５ 5,828 821 ４
一 1■■ 1■■ ｑ■■ 一

一 １■■ ー ー



｜

単位面積 : h a材積 : 立木は千㎡成長量 :千㎡

- ４ ９ -

1 １ 齢 級 1 ２ 齢 級 1 ３ 齢 級 1 ４ 齢 級
面 積 材 積 成長量 面 積 材 積 成長量 面 積 材 積 成長通 面 積 材 穣 成長量

６ ０ ０ １ ０ ０ ７ ０ ０ ８ ０ ０

12,083 2,946 2３ 8,994 1,951 ９ 4,475 1,070 ４ 2,498 744 ３

６ ０ ０ １ ０ 0 ７ ０ ０ ８ ０ ０

12,083 2,946 2３ 8,994 1,951 ９ 4,475 1,070 ４ 2,498 744 ３
６ ０ ０ １ ０ ０ ７ ０ ０ ８ ０ ０

4,969 1,936 2０ 2,323 961 ８ 1,370 596 ４ 1,238 552 ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

7,114 1,011 ３ 6,671 990 0 3,１０５ 474 ０ 1,260 192 ０

６ ０ ０ １ ０ ０ ７ ０ ０ ８ ０ ０

4,802 1,869 1９ 2,211 916 ８ 1,303 569 ４ 1,175 527 ３

６ ０ ０ １ ０ ０ ７ ０ ０ ８ ０ ０

4,797 1,868 1９ 2,206 915 ８ 1,301 569 ４ 1,175 527 ３

０ ０ ０ ０ 0 0 ０ ０ ０ 0 ０ ０

５ １ ０ ５ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

4,802 1,867 1９ 2,211 915 ８ 1,303 566 ４ 1,175 523 ３

4,797 1,866 1９ 2,206 914 ８ 1,301 565 ４ 1,175 523 ３
５ １ ０ ５ １ ０ １ ０ ０ 0 ０ 0

６ ０ ０ １ ０ ０ ７ ０ ０ ８ ０ ０
０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ３ ０ ０ ４ ０

６ １ ７ ８

２ ０ １ ０ ３ ０ ４ ０

7,281 1,077 ３ 6.783 1,036 １ 3,172 501 0 1,324 217 ０

172 ６８ １ 117 4６ ０ 6８ 2７ ０ 6３ 2６ ０

7,109 1,010 ３ 6,666 989 0 3,104 474 ０ 1,260 192 ０

0 ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０

830 110 ０ 592 8０ 0 252 3４ ０ 7７ 1１ ０

830 110 ０ 592 8０ 0 252 3４ ０ 7７ 11 ０

6,451 967 ３ 6,191 956 １ 2,920 467 ０ 1,247 207 ０
172 6８ １ 117 4６ 0 6８ ２７ ０ 6３ 2６ ０

6,279 899 ２ 6,074 909 ０ 2,852 440 ０ 1,184 1８１ ０
I■■ ー ー 1■■ ー 一 Ｉ■■

一 ー ー ー ー - ー ー



‘

Ｉ

ｉ

’

’

Ｉ

- ５ ０ -

1 ５ 齢 級 1 ６ 齢 級 1 ７ 齢 級 1 ８ 齢 級
面 積 材 積 成長量 面 積 材 積 成長量 面 積 材 積 成長鑓 面 積 材 積 成長量

４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０
1,553 546 ２ 1,030 408 ２ 641 251 １ 822 270 １
４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０

1,553 546 ２ 1,030 408 ２ 641 251 １ 822 270 １
４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ 0

1,023 461 ､２ 799 372 ２ 499 228 １ 521 224 １
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

531 8５ ０ 231 3６ ０ 142 2３ ０ 301 4７ 0
４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０

991 448 ２ 731 340 ２ 480 ２２１ １ 425 194 １
４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０

９９１ ４４８ ２ 731 340 ２ 480 221 １ 425 194 １
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ ０ ０ １■ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０

991 447 ２ 731 340 ２ 480 219 １ 425 194 １
991 447 ２ 731 340 ２ 480 ２１９ １ 425 194 １
０ ０ ０ １ ０ ０
４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ ０ ０ ０ ０
０ １ ０ ０ ０ 0 ０ ２ ０ ０ ０ ０
４ ５

１ ０ ２ ０

562 9８ ０ 298 6８ ０ １６１ 3０ ０ 396 7６ ０
3２ 1３ ０ 6８ 3２ ０ 1９ ７ ０ 9６ 2９ ０
531 8５ ０ 230 3６ ０ 142 ２３ ０ 301 4７ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ ０

９ １ ０ ５ １ 0 ６ １ ０ ０ ０ ０
0 ０

９ １ ５ １ ６ １ ０ ０
553 9６ ０ 294 6７ ０ 155 2９ ０ 396 7６ ０
3２ 1３ ０ 6８ 3２ ０ １９ ７ ０ 9６ 2９ ０
521 8３ ０ 226 3５ ０ 136 2２ ０ 300 4７ ０

一 1■■ 一

ー ー ー ー ー Ｉ■■ ー ー ー



単位面積 : h a材積 :立木は千㎡成長盆 :千㎡

- ５ １ -

1 ９ 齢 級 2 ０ 齢 級 2 １ 齢 級 以 上
面 積 材 積 成長趾 面 種 材 積 成長鼠 面 積 材 積 成長趾

５ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０

283 9９ ０ 172 7２ ０ 203 7４ ０
５ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０

283 9９ ０ 172 7２ ０ 203 7４ ０

５ ０ ０ ４ ０ ０ 0 ０ ０

1９１ 8５ ０ １５０ 6８ 0 166 6８ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

9２ 1５ ０ ２３ ３ ０ 3７ ６ ０

５ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０

182 8２ ０ 149 6８ ０ 166 6８ ０

５ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０

１８２ 8２ ０ 149 6８ ０ 166 6８ 0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０

182 8０ ０ １４９ 6７ ０ 166 6８ ０

182 8０ ０ 149 6７ ０ 166 6８ ０

５ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０

０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０

５ ４

２ ０ ２ ０

1０１ 1８ ０ 2３ ４ ０ 3７ ６ ０

９ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

９２ １５ ０ 2３ ３ ０ 3７ ６ ０

０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ４ 1 ０ 1l １ ０

４ １ 11 １ ０

1０1 1８ ０ 1９ ３ ０ 2６ ４ ０

９ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０

9２ 1５ ０ 1８ ３ 2６ ４ ０
q■■ ー ｰ 』■■ - １■■

ー ー ■■■ ■■■ロ ー



’

(2)制限林普通林別森林資源表

(注）小数点以下を四捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。

’

- ５ ２ -

区 分 総 数

総 数

面 稲

材 積

成長麓

83,196

20,938

265

81,986

20,938

265

46,908

15,945

239

35,078

4,993

２５

46,038

15,605

235

45,928

15,595

235

１０９

９

０

45,985

15,580

235

45,876

15,571

234

109

９

０

5２

2４

１

5２

2４

１

０

０

０

制限林

面 稲

材 稲

成長趾

32,605

9,238

128

３２,１９１

9,238

128

21,848

7,666

120

10,343

1,572

８

２１,４１５

7,494

1１８

21,348

7,488

1１８

6８

６

０

21,366

7,471

１１８

21,298

7,466

１１８

６８

６

０

4９

2３

１

4９

２３

1

０

０

０

普通林

面 積

材 積

成長趾

50,592

11,699

137

49,795

11,699

137

25,060

8,279

1１９

24,735

3,420

1８

24,622

8,111

1１７

24,581

8,107

117

4２

３

０

24,619

8,109

１１７

24,578

8,106

117

4２

３

０

３

２

０

３

２

０

０

０

０



単位面積:ha材積:千㎡、成長盆:千㎡

- ５ ３ -

竹 林

無立木地

総 数 伐 採
跡 地

立
地

末
木

35,948 980 34,968 2３ 1５ ７ 3,560 ０ 3,560 32,366 965 31,402 696 514 165 349

5,333 349 4,984 ０ ０ ０ 464 ０ 464 4,869 349 4,519 1■■ ー 一

2９ ４ 2５ ０ ０ ０ ２ 0 ２ ２７ ４ 2３ ー ー

10,775 500 10,275 １ ０ ０ 641 ０ 641 10,133 500 90633 5４ 360 1２１ 240

1,744 178 1,567 ０ ０ ０ 8５ ０ 8５ 1,659 １７８ 1,481

1０ ２ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９ ２ ７ ー 』■■

25,173 480 24,693 2２ 1５ ７ 2,918 ０ 2,918 22,233 464 21,768 643 １５４ ４４ 1０９

3,589 172 3,417 ０ ０ ０ 379 0 379 3,210 172 3,038 - ー ー ー

20 ２ 1８ ０ ０ ０ ２ ２ 1８ ２ 1６ ー q■■



(3)市町村別森林資源表

１

(注）小数点以下を四捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。

’

-５４ -

区 分 総 数

総 数
面 積
材 糊

83,196

20,938

81,986

20,938

46,908

15,945

35,078

4,993

46,038

15,605

45,928

15,595

109

９

45,985

15,580

45,876

15,571

１０９

９

5２

2４

5２

2４

有田市
面 積
材 積

659

1 “

653

１０４

8２

2９

571

7６

３

１

２

１

１

０

３

Ｉ

２

１

１

０

御坊市 面 積
材 種

1,604

225

1,589

225

１０９

3７

1,480

188

3６

1１

３５

1１

１

０

3６

1１

３５

1１

１

０

湯浅町
面 額
材 種

761

142

757

142

180

5７

５７８

８５

１４８

４５

1４８

４５

148

４５

１４８

４５

広川町
面 積
材 積

4,935

10006

4,774

1,００６

2,619

683

2,】5５

３２３

2,607

679

2,605

６７９

３

０

2,607

679

20605

６７９

３

０

有田川町 面 讃
材 積

26,293

70460

25,674

7,460

19,051

6,475

6,624

985

18,670

6,334

18,627

6,330

4３

４

18,670

6,334

18,627

60330

４３

４

０

０

０

０

美浜町 面 稠
材 稠

600

103

593

103

148

4６

445

5８

7９

2６

7９

2６

０

０

7９

2６

7９

2６

０

０

由良町 面 稠
材 秘

1,874

290

10842

290

247

8３

1,595

207

242

8１

242

８１

１

０

242

８1

242

８１

１

０

日高町 面 秘
材 積

2,985

430

20862

430

392

１１３

2,470

317

374

1０６

372

1０５

２

０

374

１０６

372

1０５

２

０

日高川町 面 積
材 積

27,729

7,628

27,576

７628

16,523

5,926

11,053

1,702

16,385

5,848

16,331

５844

5４

４

16,333

5,824

16,279

5,820

5４

４

5２

2４

５２

2４

みなく町
面 積
材 積

8,114

1,900

８

１

０４２

900

4,014

1D380

4,028

520

3.996

1,378

３

１

995

378

２

０

３

１

996

378

3,995

1,378

２

０

印南町 面 積
材 積

7,641

1,晩９

７

１

623

649

3 , 5 “

10116

4,080

533

3,497

1,095

３

１

493

095

４

０

３

I

497

095

3,493

１,０９５

４

０



’

単位面積:ha材積:立木は千㎡

- ５ ５ -

竹 林

無立木地

総 数 伐 採
跡 地

立
地

末
木

35D948 980 34,9鑓 2３ 1５ ７ 3,560 ０ 3,560 32 ,3“ 965 31,402 696 514 165 349

50333 349 4,984 ０ ０ ０ 4 “ ０ 464 4,869 349 4,519 一

６５０ 8０ 570 650 8０ 570 ７

103 2８ 7６ 1０３ 2８ 7６ ー 一 ー 一

1,553 ４．７ 1,479 1,553 7４ 1,479 1５ 1５

214 2６ 188 ２１４ 2６ 188

609 3１ 578 609 ３１ ５７８ ４ ０ ０

9７ 1２ 8５ ９７ 1２ ８５

２,１６７ １４ ２９１５２ １ １ １ １ 2.165 1４ ２0１５１ 1３４ 2７ ３ ２４

327 ５ 322 ０ ０ ０ ０ 327 ５ 322 ■■■ 一

7,005 424 6,581 ２ ２ １ １ 70002 424 6,578 333 286 7７ 209

10126 146 980 ０ ０ 0 0 1,126 146 980

514 6９ 445 2８ 2８ 486 6９ ４１７ ５ １ １

7８ 2０ 5８ ４ ４ 7４ 2０ 5４ 一
■■■

1,600 ５ 1,594 6７ ６７ 1,532 ５ 1D527 2８ ４ ４

209 ２ 207 ９ ９ 200 ２ 198

2,488 2０ 2,468 ４ ４ 3６ 3６ 2,448 2０ 2D428 120 ４ ０ ３

325 ８ 317 ５ 一○ 320 ８ ３１２ 一

11,191 1９２ 10,999 ０ ０ ９１４ ９１４ 10,277 １９２ 100085 3６ 117 7４ ４３

1,780 8２ 1,698 ０ ０ 124 1２４ 1,656 8２ 10575 一 一

４D０４６ 2０ 4,026 1５ １５ 2,026 ０ 2,026 2,００５ ５ 2,000 2２ 5１ ７ 4４

52】 １ 520 260 ０ 260 2６１ １ ２６０

４０１２６ 5１ 4,076 487 4８７ 3,639 ５１ 3,589 ９ ９ ４ ６

553 2１ 533 6３ 6３ 490 ２１ ４６９ ー q■■ 一



(4)所有形態別森林資源表

小数点以下を四捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。(注）

1
Ｊ

’

- ５ ６ -

区 分 総 数

総 数 面 積
材 積

83,196
20,938

81,986
20,938

46,908

15,945
35,078
4,993

46,038
15,605

45,928
15,595

109
９
45,985
15,580

45,876
15,571

109
９

5２
2４

5２
2４

０

０

県有林 面 積
材 積

247
7９

245
7９

212
7４

3３
５

206
7２

206
7２

０
０

206
7２

206
7２

０
0

市町村
有 林

面 積
材 額

1,660
366

1,646
366

790
253

856
113

724
229

716
228

８
１

724
229

７１６
228

８
１

０
０

財産区
有 林

面 積
材 積

1,743
354

1,740
354

535
188

1,205
166

440
156

436
155

４

１

440

156
436
155

４
１

０
０

私有林 面 積
材 積

79,547

20,139
78,355
20,139

45,372
15,430

32,983

4,710

44,6鯛

15,148
“ , 570
15,140

9８

８

44,616

15,123

44,518

15,116
9８
８

5２
2４

5２
2４



単位面積:ha材積:立木は千㎡

- 5 7 -

竹 林

無立木地

総 数 伐 採
跡 地

立
地

末
木

35,948 980 34,968 2３ 1５ ７ 3,560 ０ 3,560 32,366 965 31,402 696 514 165 349
5,333 349 4,984 ０ ０ ０ 464 ０ 464 4,869 349 4,519 一

3９ ６ 3３ ０ ０ 3９ ６ 3３ ２ ２

６ ２ ５ ０ ０ ６ ２ ５ 一 一 一

922 7４ 849 ０ 6４ 6４ 859 7４ 785 ０ 1３ 1３

137 2６ 112 ０ ８ ８ 129 2６ 1０３ ー ー ー １■■

1,300 9９ 1,202 ４ ４ 3９ 3９ 1,257 9９ 1,158 ３ ０ ３
198 3２ 166 ０ ５ ５ 193 3２ 160 ー ー ー

33,686 801 32,885 1８ 1５ ３ 3,457 ０ 3,457 30,211 786 29,425 696 496 165 331
4,992 290 4,702 ０ ０ ０ 451 0 ４５１ 4,541 290 4,251



ー

(5)制限林の秘類別面積

地
稲
区
分
未
定
地
域

」

］

’
’

- ５ ８ -

区 分

＃
水
源
か
ん
養
保
安
林

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

上安；
土
砂
崩
堰
防
備
保
安
林

ホ
そ
の
他
の
保
安
林

計

保
安
林
施
設
地
区

砂
防
指
定
地

縫 数 24.870 5.921 154 772 31.717 ０ 1,261 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 30 5３

市

町

別

内

訳

有田市
御坊市
湯浅町
広川町
有田川町
美浜町
日高町
由良町
印南町
みなぺ町
日高川町

703
8.850

-

2９

747
299

14‘242

1５
170

110
1.637

1２

586
602
2.789

４
４

9０

１
1３
2２
2０

1３０
195
７
20
２７
104
３９
6６
1３
1５５
1６

1４９
369
７

833
10.604
104
8０
6７

1.359
1.078
17.067

３
1９
２
1３
４１４
1９
４

3４
371
382

０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

3０ 5３



Ｉ

腫公

-５９-

園

地
種
区
分
未
定
地
域

小

計

特
別
保
穫
地
区

第
一
種
特
別
地
域

艮立
Ⅱ■■■■■■■■■■■■

第
二
種
特
別
地
域

然公園
第
三
種
特
別
地
域

地
種
区
分
未
定
地
域

小

計

計

保
全
地
域

自
然
環
境
保
全
法
に
よ
る
原
生
自
然
環
境

地
域
の
特
別
地
域

自
然
環
境
保
全
法
に
よ
る
自
然
環
境
保
全

全
地
域
の
特
別
地
域

自
然
環
境
保
全
法
に
よ
る
県
自
然
環
境
保

鳥
獣
保
護
法
に
よ
る
特
別
保
護
地
区

都
市
緑
地
保
全
法
に
よ
る
緑
地
保
全
地
域

都
市
計
画
法
に
よ
る
風
致
地
区

林
業
種
苗
法
に
よ
る
特
別
母
樹
林

念
物
に
係
る
指
定
地
等

文
化
財
保
謹
法
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記

そ

の

他

766 ０ ８４９ ０ 1７８ 7６１ 3.282 ０ 4.221 5.070 ０ ０ 7２ 2５ 0 ０ ０ ４１ ０
０ 1０ 5４ 6４ 6４ １
０ ２ ２ ２
０ ３ 1６ 1９ 1９ ３
０ 1５ 2１ ２１ 5７ 5７

766 ８４９ 1０４ 6５ 506 675 1.524 ２
０ 8０ 421 50１ 501
０ ５ 3３ 202 240 ２４０
０ 3８ 4７ 6８ 1５３ 1５３ 3６

０ ０ ４
４ １ 1２ 1７ 1７

０ ２ 511 1.980 2,493 2,493 6７ 2５



． Ｉ

（６）樹種別面積表

( 単 位 面 積 : h a )

(注）小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が一致しないことがある。

（７）特定保安林の指定状況
( 単 位 面 積 : h a )

(注）指定時における状況である。

（８）自家用林及び特用林
該 当 な し

’

- 6 0 -

’

ス ギ ヒノキ マ ツ
その他

針葉樹
クヌギ コナラ カシ類

その他

広葉樹
合 計

総 数 2０,８２５ ２４，５８８ 1，２７３ 2２４ 1６４ 2，４６４ 5,２１９ 2７，２３０ ８１，９８７

人工林 ２０,８０４ ２４，５６１ ５５９ ５ ５１ 1０ ４ 4５ 4６,０３９

天然林 ２１ ２７ ７１４ 21８ 1１３ 2，４５４ 5,２１５ 2７，１８６ 3５，９４８

市 町 村

特 定 保 安 林

番 号
面 積

総 数 人工林 天然林 その他

要整備森林

箇所数 面 積
備 考

日 高 川 町 1１５ ７１ 4４ １ 1２．１０



Ｉ

（９）荒廃地等の面積

( 単 位 面 積 : h a )

、

- ６ １ -

区 分 荒 廃 地 荒 廃 危 険 地

総 数 ９ ３,０６６

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

０

０

０

０

１

０

０

- O

１

０

７

1３0

７

３６

３２２

1，４５５

３５

６３

1０７

２１６

1５６

5３９



’
( 1 0 ) 森 林 の 被 害

( 単 位 面 積 : h a )
Ｉ

１

１
’

(注）１．過去３カ年の被害実面積である。
２．小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が一致しないことがある。

１

’

’
’

’
口

’-６２-

種 類 火 災 干 害 水 害 松くい虫 ノウサギ シ カ

年 度 1９ 2０ 2１ 1９ 2０ ２１ 1９ 2０ ２１ 1９ 2０ ２１ 1９
■
《
■
■
Ｂ
■
■
、
■
■
』
■

2０
■
ｂ
■
■
■
■
■
Ｂ
■
《
■

２１ 1９ ２０ ２１

総 数 １ ー 2２ ー ４ 一 一 一 ー ５ ４ ４ ２３ １１ ３１ ５ 1８

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

■
■
ロ
日
ロ
日
ロ
日
ロ
日
■

１

■
■
ロ
日
ロ
日
ロ
日
ロ
日
■

1７

５

４

凸
Ｌ
ｆ
凸
ｒ

凸
０
■
０
色
■

凸
Ｌ
ｆ
凸
ｒ

凸
０
■
０
色
■

１

２

１

１

１

２

１

２

2３
■
ａ
■
Ｉ
■
Ｉ
■
ｑ
ａ
８
■

■
ａ
■
Ｉ
■
Ｉ
■
ｑ
ａ
８
■

４
ｑ

■
凸
０
■
１
曲
０
口
Ｉ
■

７

ｑ

■
凸
０
■
１
曲
０
口
Ｉ
■

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｐ

２３

８

１

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｐ

４

１

1２

６

１



’

３．林業の動向

（１）保有山林規模別林家数
(単位人数：人）

(注）平成２２年度森林現況調査による。

-６３ -

区 分 総 数 l h a " 1-5ha" 5-10ha" 10-50ha" 50haMl:

総 数 1５，１７２ 6，４７８ 5，７３４ 1，５７４ １，１８０ ２０６

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

3６９

5８０

3７０

7６８

５，２４３

1５９

８６８

６０９

1，５３４

1，９７２

２，７００

2６０

3０１

2３２

2６６

1,９３１

1０５

4３６

2４４

6３６

１,０７５

9９２

1００

2２９

１１２

3０３

2，２５７

4４

３１１

2６３

5７８

６１８

９１９

７

3３

1３

1０６

6００

５

6９

6７

1７７

1５３

3４４

一

1４

１１

８１

4０６

２

4６

３３

1２３

９７

3６７

２

３

２

1２

４９

３

６

２

２0

２９

７８



（２）森林施業計画の認定状況
( 単 位 面 種 : h a )

’
(注） １．平成２２年３月３１日現在

２．総数及び私有林の認定人数については、市町村間の重複が多く有意な数値と
ならないため市町村別の記載を省略する。

３．小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が一致しないことがある。

’

とがある。

’
１

１’

’
1

１

’
一 “ 一

’

区 分
総 数

人 数 面 積

公 有 林

人 数 面 積

私 有 林

人 数 面 積
備 考

総 数

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町
日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

9，２８４ 4９，７４６

-

-

1７３

3，４８１

1５,６４１

ｑ■■■■

１１４

5２

4，６８５

5，６５３

1９，９４８

1２ 1,２０１

一

２

60

一

４１３

7２７

９，２７２ ４８，５４５

一

1７３

３，４７９

1５，５８２

一

1１４

５２

４，６８５

５，２４０

1９，２２１



（３）森林組合及び生産森林組合
ア ． 柵 成

の現状

( 単 位 員 数 ： 人 、 金 額 ： 千 円 、 面 積 : h a )

- ６ ５ -

市 町 村 別 組 合 名 組合員数
常 勤

役職員数

出 資 金

総 額

組合員所有
( X M 6 " )
森 林 面 澗

備考

森

林

組

合

総 数
有 田 町
湯 浅 町
広 川 町

有 田 川 町

御 坊 市
美 浜 町
日 高 町
由 良 町
印 南 町
み な く 町

日 高 川 町

８ 組 合

広 川 町 森 林 組 合

金 屋 町 森 林 組 合
消 水 森 林 組 合

印南町森林組合
みなく川森林組合
川 辺 町 森 林 組 合
中津村森林組合
美 山 村 森 林 組 合

4，８９７

2９８

7２９

1，０３５

7０８

7３３
3４８

４３４
6１２

3８

４

２

９

３

４
１

７
８

1３９，４７３

4，９４１

１０,７３７

2５，６８６

3０,７２１

７ 0７６
４ 2５０

1０ 8８２
4５ 1８０

5９，９６６

3，６０９

６,４００

1５，１４１

6，１４０

６ 3９５
１ 5２０
７ 4６２
1３ 2９９

生

産

森

林

組

合

総 数

御 坊 市

広 川 町

有 田 川 町

日 高 町

印 南 町

３７組合
南塩屋生産森林組合
明神川生産森林組合
猿川生産森林組合
神戸山生産森林組合
長谷川生産森林組合
中井原生産森林組合
原谷生産森林組合
萩原生産森林組合
高家生産森林組合
丹生生産森林組合
高串生産森林組合
上洞生産森林組合
樮川生産森林組合
田ノ垣内生産森材組合
印南原生産森林組合
川又生産森林組合
島田生産森林組合
西神鋤II生産森*組合

3０４

3７

20

６１

８６
４８
1３１

1５０

1１３
2８

1７
7６

8５
1６

3０９
7０

1８
２６

０
０

０
０

０

０
０

０

０

０
０
０

０

０
０

０
０

０
０

3,１６０

1,２３０
3,４５０

9８０

7，５３１
１ 6２２
２ 6３９

３ ０００

３ 8０８
１ 9６０

1 7００

２ 4３８

1９ 1９０

１ 4７０
1０ １１２
4８ 3６０

２ 7０0
２1 000

２
２１
８

5６

１２３
９

1００
１１７

6８
3３

3７
50

3０７
６

１１７

3４７

1５
９１



(注）平成２１ る。

｜

- ６ ６ -

市 町 村 別 組 合 名 組合員数
常 勤

役職員数

出 資 金

総 額

組合員所有
(Xはロ合ｇ§）
森 林 面 積

備考

生

産

森

林

組

合

み な く 町

日 高 川 町

東本庄生産森林組合
筋生産森林組合
西本庄生産森林組合
三百瀬生産森林組合
平川生産森林組合
中津川生産森林組合
広瀬生産森林組合
西原生産森林組合
佐井生産森林組合
姉子生産森林組合
伊鉾ノ川牛産杢擦日会

上田原生産森林組合
下田原生産森林組合
坂野川生産森林組合
大又生産森林組合
中木生産森林組合
小釡本生産森林組合
小津茂生産森林組合
弥谷生産森林組合

1９７
9４

1５４
5８
3８

6２

30
3５

4４
2０

1５
２１

3０
4６

1９
７

3８
2２

１１

０
０

０
０
０

０

０
０

０
０

０
０

０

０

０
０
０

０

０

5４，９５０
９ 3００

5３ 4６0
３ 4８０
１１ 3２0

２ 4８０
１ 0５0
７ 5３０
２ 5８０
１ ２1５
２ 4００
２ 3４０
９ 3００
１ ６１０

７ 7５９
２ 1６０

２ 2６0
１ ６１３

８ 5８０

3４０
6９

４５７
７８
1４

5８
１３４
８６

１５４
４１

３１
７８

1２６
３０

４０
４８

２５
７６

７８



（４）林業事業体の現況
(単位：事業体数）

１．造林業者、素材生産業者数は2000年農林業センサスによる。業者数はそれぞれ
重複を含む。

２．木材・木製品製造業の製材業、その他(チップ生産を記載）については、木材・
製材・チップ業登録による(H22年７月末現在)。業者数はそれぞれ重複を含む。

３．その他については、工業統計調査結果報告(平成20年12月31日現在)による家具
．装備品製造業を記載した。

(注）１．

-６７ -

区 分 造林業
素 材

生産業

木材卸売業
(素材市売
市場）

木材・木製品製造業

製材業 その他
その他

総 数 １９ ８ １ ４５ ６ 3２

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

ー

一

１

５

一

１

２

１０

１

１

２

一

ー

４

一

１

一

■■■ ■

３

1 l

1

３

１２

７

一

１

４

３

一

４

一

１

１

ー

ー

３

５

６

２

１

３

２

２

３

４

１



（５）林業労働力の概要
林業就労者は、平成１７年国勢調査によると県内1 , 0 2 1人で平成２年の同調

査に比べて５６％、平成１２年に比べて２７％の減少を示している。また、６０歳
以上の就業者の年齢栂成をみると、平成２年の３６％が、平成１２年には４８％と
高齢化が進･んでいたが、平成１７年には４２％に減少するなど都会からのＩターン
者をはじめとする緑の雇用による新規就業が県下各地で進み、新たな担い手として
期待を集めている。

＜林業労働力の推移＞

(資料）国勢調査による。

（６）林業機械化の概要
一般林業機械の保有状況は下記のとおりで、これまでは、地形が急峻なことと、

それに起因する路網整備の不十分さから、架線の索張り技術が発達し、集材機等の
架線系林業機械が主体であった。しかし近年では、低コスト林業の推進により、高
性能林業機械の導入が進んでいる。

Ｉ

＜林業機械の保有台数＞ (単位：セット、台／県）

-６８ -

区分／年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年

３0才未満 ９７ １２８ １０７ ８２

３０～５９ １９ ３７３ ９４９ ６１２ ５１０

６０歳以上 ８４２ １』 ００１ ６７４ ４２９

計 ２、 ３１２ ２ ﾛ 0 ７ ８ １， ３９３ １ｐ ０２１

機 械 種 名 摘 要 台 数

高
性
能
林
業
機
械

プロセッサ

ハー ベ ス タ

フォワーダ

タワー・ヤーダ

スイング・ヤーダ

フェラーバンチャ

スキッダ

枝払い・玉切りする自走式機械

伐倒・枝払い・玉切りする自走式機械

積載式集材専用車鞆
元柱を具備した自走式集材機械
簡易索張が可能で、旋回可嵯なブームを装伽する典材樋械

立木を伐倒、集積する自走式機械

牽引式集材専用のトラクタ

２８

６

1１

３

1８

ー

-

そ
の
他
林
業
機
械
・
器
具

グラップル・ソー

索

道

索道重量式

索道動力式
集
材
機

小型集材機
大型集材機

巻立・玉伐り自走式機械

動力１ 0 p s 未 満

動 力 １ ０ p s 以 上

４

2５

2３

9１

1３６



Ｉ

(注）林業機械保有状況調査による。（平成２１年３月３１日現在）

（７）作業路網等整備の概況
林道の補助的な道路としての役割を果たす作業道は、林業労働負担の軽減や間伐

等の保育施業の積極的な推進などから、森林組合等が中心となり、各種補助事業を
活用し開設してきた。このことにより、本計画区では平成２１年度末で３４４km
が供用されている。近年の作業道は、保育施業用としてだけではなく、低コスト林
業を推進していくうえで、高性能林業機械の開発、導入と併せて素材生産コストを
低減し、林業収益を向上させる基盤として、益々その重要性は高まっている。

-６９-

機 械 種 名 摘 要 台 数

そ

の

他

林

業

機

械

・

器

具

モ ノケ ーブル

リモコンウインチ

自走式搬器
モ ノ レ ー ル

小型運材車

ﾎｲー ﾙﾀｲﾌ゚ トラクタ

ｸﾛｰﾗﾀｲﾌﾟトラクタ

育林用トラクタ
フォクリフト

フォークローダ

レ
ン

ク
一

運材機能なし
運材機能あり

グラ
ッ プ
ノレ

クレーン付

トラック

トラクタショベル

ショベル系掘削機械

チ ェ ーン ソ ー

ﾁｪｰﾝｿｰ付きﾘﾓｺﾝ装置

刈払機

植穴堀機

動力枝打ち機

苗畑用トラクタ

樹木粉砕機

ジグザグ集材施設

ﾘﾓｺﾝ､ラジコンによる可搬式木寄せ機

懸垂式含む

動 力 ２ 0 p s 未 満

動 力２０ p s 以 上

林内で集材等の作業を行うﾎｲｰﾙﾀｲﾌﾟのﾄﾗｸﾀ
上記でｸﾛｰﾗﾀｲﾌﾟのトラクタ

主として地栫え等の育林作業用

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ、ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ等

クレーン付きタイプ

グラップルローダ作業車

グラップルローダ付きトラック

搬出、育林用等に係わる土工用

搬出、育林用等に係わる土工用

リモコンチェーン・ソー架台

携帯式刈払機

自動木登り式

背負い式等で上記以外

伐倒木、伐根、枝条等を粉砕する機械

1０

1１

1４

8９

1６

1２

１

１

１

9８

５

２0

5２

2４

２

８

3０

４，７９６

Ｉ■■■■

６，８８６

３

４９

3８

６

１



４．前期計画の実行状況

（１）伐採立木材積

ア．計画と実行状況
(単位材積：千m3，実行歩合 :% )

(注）実行柵には、前計画の前半５ヶ年分の実行基を記載した。ただし、本計画の樹立
年度の実況篭については、見込量である。

（２）人工造林・天然更新別面積

ア．計画と実行状況
( 単 位 面 積 : h a 、 実 行 歩 合 : % )’

(注）（１）の注に同じ。

（３）林道の開設又は拡張の数量

ア．計画と実行状況
(単位延長：皿、実行歩合：％）

(注）（１）の注と同じ。

- ７ ０ -

区 分

伐 採 立 木 材 菰

計 画 実 行 実 行 歩 合

主伐 間伐 総数 主伐 間伐 総数 主伐 間伐 総数

総 数 3７２ 5５０ 9２２ 5４ 4９５ 5４９ 1５ ９０ ６０

針葉樹 3５８ 5５０ 9０８ ５１ 4９１ 5４２ 1４ ８９ ６0

広葉樹 １４ ０ １４ ３ ４ ７ ２１ ー 5０

総 数 人 工 造 林 天 然 更 新

計 画 実 行 臭行聯合 計 画 実 行 臭『歩合 計 画 実 行 斯歩合

２，４０８ ２，０７９ ８６ 1，２４８ 1８８ 1５ 1，１６０ 3９ ３

開 設 拡 張

計 画 実 行 翼＃歩合 計 画 実 行 緬 瀦

８５ 2９ 3４ 5６ 3７ 6６



（４）保安施設の数量

ア．保安林の指定又は解除の面積

(ア）計画と実行状況
( 単 位 面 種 : h a 、 実 行 歩 合 % )

(注）（１）の注に同じ。

イ．保安施設地区の指定

(ア）計画と実行状況
（単位面頼 : h a 、 実 行 歩 合 % )

(注）（１）の注に同じ。

-７１ -

種 類
計 画

計 画 実 行 実行歩合

解 除

計 画 実 行 臭『歩合

水源かん養保安林 ２５０ 6４７ 2５９ １６ ２ 1３

土砂流出防備保安林 ３５0 3５０ １0０ 2４ １１ ４５

土砂崩壊防備保安林 ５ ０ ６ ２ ０ ０

その他保安林 ０ 1２ ５ １ ２０

面 積

計 画 実 行 実 行 歩 合

０ ０



’

ウ．保安施設事業等
（ア）計画と実行状況

(単位地区数、実行歩合％）

(注）（１）の注に同じ。

（５）要整備森林の施業の区分別面積
（ア）計画と実行状況

（ 単 位 面 積 : h a 、 実 行 歩 合 % )

(注）（１）の注に同じ。

- ７２ -

区 分
箇 所 数

計 画 実 行 実 行 歩 合

総 数 3５ 5３ １５１

市

町

村

別

内

訳

有 田 市

御 坊 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

美 浜 町

日 高 町

由 良 町

印 南 町

み な く 町

日 高 川 町

１

０

０

２

1５

１

１

０

２

１

1２

０

0

０

２

１９

０

0

０

７

３

２２

０

０

０

1００

１２７

０

０

０

3５0

300

1８３

施業区分 計 画 実 行 実行歩合

造

林

総 数

人工造林

天然更新

ー

一

-

一

■ ■ ■ ■

ｑ■■■■

ｑ■■■■

I■■■■

ー

保 育 ● 一
一

一

伐

採

総 数

主 伐

間 伐

一

５１

-

ー

５１

一

q■■■■

1００

そ の 他 一 ■■■■ ー



Ｉ

５．林地の異動状況（森林計画対象森林）

（１）森林より森林以外への異動

( 単 位 面 積 : h a )

(注）前計画の前半５ヶ年に対応する移動面積を記載。

（２）森林以外より森林への異動

( 単 位 面 積 : h a )

(注）前計画の前半５ヶ年に対応する移動面積を記載。

-７３ -
／
一

農用地
ゴルフ場等
レジャー
施設用地

住宅、別荘、工
場等建物敷地
及びその付帯地

採石採土地 その他 合 計

４ ２ ０ 7１ 7７

原 野 農 用 地 そ の 他 合 計

０ ０ ４ ４



ｌ
ﾄ｜

I

ｌ

Ｉ
！ ６．森林資源の推移

ｌ （１）分期別伐採立木材積等
所 糟 畠 千 町

１

１

注）四捨五入により各数値と合計が一致しない場合がある。

’
｜

’

’- ７ ４ -
１

分 期 Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

伐

採

立

木

材

穂

総

数

主

伐

間

伐

総 数

針 葉 樹

広 葉 樹

総 数

針 葉 樹

広 葉 樹

総 数

針 葉 樹

広 葉 樹

1,０７４

1,０６１

1３

2８３

2７０

1３

7９１

7９１

一

１，０２４

1,０１０

1４

2９９

2８５

1４

7２５

7２５

1,０２６

１，００９

１７

３５７

3４0

1７

6６９

6６９

一

1,０２６

1,００９

1７

３５７

３４０

１７

6６９

6６９

1，０２６

1，００９

1７

３５７

3４０

1７

6６９

6６９

1，０２６

１,００９

1７

３５７

3４０

１７

6６９

6６９

-

1,０２６

1,００９

1７

３５７

３４0

1７

6６９

6６９

ー

1，０２６

1，００９

1７

3５７

3４０

1７

６６９

6６９

1■■■■

造
林
面
積

総 数

人工造林

天然更新

１,０７０

７２０

３５０

1,１００

７２０

３８０

1,６２０

1，２３０

３９0

1，６２０

1,２３０

3９０

1，６２０

1，２３０

3９０

1，６２０

1,２３０

3９０

1，６２０

1，２３０

3９0

1,６２０

1，２３０

3９０

林道開設延長 ６５ ６６ 1■■■■ 一 一 ー

一一
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’
’ (2)分期別期首資源表

’

’

’
１

１

Ｉ

- ７ ６ -｜

’口

区 分 面 穏
総 数 1.2齢級 ３．４齢級 ５．６齢級 7 .8齢級 9.10齢級

第

１

分

期

総 数
人
工
林

総 数
育成単層林
育成複層林

天
然
林

総 数
育成単層林
育成複層林
天 然 生 林

81,986
46,038
45,985
5２

35.948
2２

3.561
32.365

194
152
152
０
4２
2２
１
1９

589
529
528
１
60

0
6０

4,478
3画871
3.871
０

607

６３
544

16,269
12.701
12.699

２
3.568

404
3.164

27066：
16.130
16.121

９
11.532

1.307
１１０,２２５

第

Ⅱ

分

期

総 数
人
工
林

総 数
育成単層オ
育成複層オ

天
然
林

総 ；
育成単層林
育成複層林
天 然 生 林

81.857
45,909
45,521
387

35,948
2２

3,561
32,365

７３０
648
648
０
８２
６
０
7５

249
200
200
０
4８
1６
１
3１

1,790
1,470
1,469

１
320

2９
291

9,454
7,820
7,755
6５

1,634

121
1.513

１２２｡ 3 5 9
15,385
15,195
190

6,975

７３７
6.238

第

Ⅲ

分

期

総 数
人
工
林

総 数
育成単屑１
育成複働

天
然
林

総 ‘
育成単層林
育成複層林
天 然 生 林

81,851
45,903
45,180
722

35,948
2２

3,561
32,365

1,503
1,351
1,351

０
152

G Ｏ
152

194
152
152
０
4２
2２
１
1９

589
529
528
１
６０

０
6０

4.454
3,847
3,782
6５
607

6３
544

1５０９８９
12,421
12,119
３０２
3,568

404
3.164

第

Ⅳ

分

期

総 数
人
工
林

総 数
育成単屑林
育成複層林

天
然
林

総 数
育成単層林
育成複屑林
天 然 生 林

81,807
45,859
44,773
10085
35,948

2２
3,561
320365

1,741
1,561
1,561

０
１８０

０
180

730
648
648
０
8２
６
０
7５

249
200
200
０
4８
1６
1
３１

1,781
1,461
１０３９５
6６
320

2９
291

9.284
7,650
7,271
380
10634

1２１
1,513

第

Ｖ

分

期

総 数
人
工
林

総 数
育成単層Ｉ
育成複層；

天
然
林

総
育成単屈
育成複層林
天 然 生 ’ ド

81,818
45,870
44,784
1,085
35,948

2２
3D561

ド 32.365

1,857
1,661
1,661

０
196

0
196

1,503
1,351
1,351
０

152

０
152

194
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